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07:;7 ト調査 3.557人
(中学・高校生、19歳以上の市民、乳却児を鰭つ両親、保健補導員)

O歯の本数調査 4.706人(上小歯刺医師会協力)

O地区組織滋どでの情報受換金 611人
O市民と話害"健康づくり座陵会" 30人

O関係者連結会鴎 3回
O上田市健康づくり推進協強会 4包
Oホムベージや広報で 12人 (延べ9.000人)

「一人ひとりが、その人らしい苦手せと思う一生を過ごしてほしいよ

の唖いで、スター卜したf市民総宮慢'*づくり計画Jこ参画して、考えさ

せられたことザたく古ん窃リました。大学で慣康管理的仕事に揖わる

立場として、膏年期の蝿'*づくり「生活習慣の意識と改善」もよりいっ

そう進めていか穆ければと患いました。

定期蝿康診断時に握力制定を取り入れ簡力・体力構神力も考療し‘

蝿康で成人期ヘパトシタいノチしようと腎めています。

信州大学揚雑学留保健室

保健師 斎醸 巴古ん

国|
今回、世康づくり計画策定に高校章庭科教師の立場として参加させ

ていただき、ありザとうございました。害専門町方々と現状や問題点、

今桂の課題について意見究換ができ、たいへん貴重忽体離をしました。

上田西高等学檀

家庭科教自由

畠山孔香古ん

これ台、ら I~. このすばらしい計画ザいろいろ忽方面で少しずつ実行

できるよろに、私も高校生たちに家庭科を過して白台の生活に結びつ

けられるよろ、どう迫って行くのち、を常に課題として取り組んでいき

たいと思います.

「蝿康づくリ Jは決して灘しくありません。白骨が元気で長生きし、楽しい人生をどの

ようにして送りたいのか、その目標を持てたら意外と簡単です。そのために「良い童専を

しよう、軽い運動もしよう、夕日コも減らそう、お酒もほとほどに、よく休もうよく寝ょう、

ストレスをため恕いようにしよう」など、体にいいことを少しずつ拍めていけばよいのだ

と思います。

o I 私I止この計画づくりに関わって月と制げんき闘うえだ21よいろテーマで皆
さんにお伝えしたい情報がたくさんあリます。この計画を大いに活用しましょう.その中

からひとつづっ自分のできることを始めてみましょろ。

小さなことからこつこつとやっていると、量桂には最高の冊康を手

に入れることザできます.人生町最大白書びは人と仲良く、慢康で、明

るく、楽しく過ごすことだと思います。

付S鴎¥.tt爾 日曙工業輯医麓童

保健闘

石合幸子宮ん

すばらしいよ田市民総合蝿車づく')

計画ザできあがりました。計画作りに

参画でき、高謝しています。生謹慢車で

自丹らしく似つらつとした暮らしを

上田市健康づくり
推進協磯会
元公募書員

溝端勇こさん

健康づくりを応援する「出前ときめき

のまち講鹿島、メニューをたくさん用意

しています。皆さんのご要望lζ応じて保
健師・栄養士などがお話に伺います。お問

い合わせください。

.健康推進課(H23・8244)

目指し、ー企草として‘正しい食事的とり方運動習慣おと‘心身

的世'*づくり活動に車リ組んでいます。豊旬、移白然に固まれた

住みよいよ田で.白骨らしく生きることが何よりの幸せです。

1丘7.16 [2) 



上田市民総合健康づくり酎薗ができあがりまらた1

名称はちj色。的lf1J陥旧証言諸問z
壮年期の死亡を少なくし、より健康な生活を送る定め巴は、一人ひとりが自分巳合百定
方法で“健康づくり"をすることが大切です。市では、さまざまな形で皆さんの健康づくt
を応獲します。舎回作成し定働康づくり計画は、そん怠皆さんをパックアップするだめの

ものです。

人
b
v

ヒリ、内

場
、
弓
ヲ
ヒ
・
、

ι

0安心レて子どもを産みもゆとりを持って健やかに
育てることができる家庭や地戚の環境づくりを図ります。

O生活習慣の改善を図リ、発病を予防します。
O生活の質の向上を目指レます。
0早世悦 1)の予防や健康寿命(叫)の延伸を図ります。
※1 若くして亡く怒ること
米 2 閉まうや寝たきりに怒らないで自立して生活できる期間

0そレて，ひともまちもげんきて暮5せる上田市を目指υます。

L
き且
m
ぎ

市民の笛
きんには、秋に
具体的怠目標怠E
を示したパンフレッ
トをお配りしま
す。

令官誌づぐ!J

楽しい
仲間がいて、
安心して暮ら世る
環境を地舗で
育てよう.

自分|こ ' 生活習慣病
あった運動を0::; (がん、心疾患、
楽しみ主主主Tらr 脳血管疾患、橋尿病
続けよう。J . 等)を予防し、

健康で毎日の
生活を楽しもう

1五7.16[3] 
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障害者相談支援体制

.陣書省司巨人・
京線・関係者
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相麟内容に応じ関係織闘"

どと週織して 有動"領祉ザ

ピヌカ習"'られるようにします.

市役所福祉標
市復所、循組事積所、

ハローワーク、保健所在Eど
関係機関

l¥ 
r 
、、

(人).精神障害者保健福祉手帳所持者数
250 r 

2ロo

身体障害者補助犬の同伴に
ご理解とご協力を!

昨年、「身体障害者補助犬法』

が公布され、盲導犬、聴導犬、介

瞳犬在、「身体障害者補助犬』と

規定し‘現在、園や地方自治体

公共法人の施殴・公共交通機関

老身体陣容者が利用する場合、

補助犬の同伴者拒んではな51.互いととにta:tJまし
た。

また、今年の10月か51草、デパート、スーパー、
ホテル、飲食庖などの不特定多数の方が利用する

施殴でも‘補助犬の同伴を拒んではなうないこと

になります。

障害のある方の自立や社会参加のため、皆吉ん

15.7.16 [4] 



『障害者福祉基本計画」って何ですか?

市内には、およそ5，000人の障害者の万がいらっしゃいますが、事故や病気、年齢ととも巴、だれで宅
障害者Zなる可能性があります。そこで、障害者が地域で普通巴暮らぜるよう巴書えていくことは、と
ても大事怠こと怠のです。
障害者の定的の施策を総合的巴進める定的の基本的な計画ガ「障害者福祉基本計画」です。上田市で
臥平成11年度巴策定しまし左ガ、その後、障害者を取り巻く環焼ガ大きく変わりまし定ので、新t.:1Z実
懸を調査し定り、団停か5ご意見をいEだき、策定委員会で検討をして、計画を見直しましE。

計画では何を目指すのですか?

障害者巴とってのさまざまな壁(バリア)を取り除いて、障 [業ノーマライゼーシヨン・陽書のある人
る人も怠い人も共巴支えあい、安らして暮らせる『ノー | も怠い人も、世もが社会の一員として

マライゼーションJ社会の実現をめざします。 Iぁ6ゆる置闘に惨加できることがあた
りま主であるという考え方。

どのような方法で進めますか?

.障害のある人も怠い人も共巴支え合う地域づくりを進めます。 r難ケアマネジメント掴助の1
・さまざま怠サ ピコE提供して、障害者の自立と社会参加を応獲し | 必曹怠礼に珂して‘地調震の
ます。 Iさまざま芯社会商置を活用
.障害者ガ「生活の質Jを高めるEめの吏援を行います。 Iしたケアプランを作晴し‘
.障害者ができるだけ自分担分のことを決められるように「ケアマ | 嬰zzrスを臨時
ネジメント』などの総合的な支鐘体制を充実します。 ，

今回の計画の主な特徴は?

・含年度刀ら、身障障害者と知的障害者の福祉サ ピユガ、市が内容を決定する「措置制度」から、障害
者自身ガ選択する「吏援費制度」巴変わりまし足。この障害者の選択を支握するE晶、障害者相談支
援体制を整備していきます(右ベ ジの図)。

・平成14年度から、精神障害者の居宅吏屡サービスの担当ガ市になりましだので、この廿ーピヨの充
実を図ります。

仏〉 置身体障害者手帳所特者数
5000 

(人).療膏手帳所持者数(知的障膏者)
700 r 
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総務課行政管理係(623・5332)

.今年度から取り組む新しい行政改革 E 

|市民と行政の)(ートナーシツブ|

fC>・害種ボランチィアと連携しま@‘

す@また、ボランチィ?の情

報も提棋します。

道路町呈親制度を導入してわ

が街町通路を大問にしてもら

@・市民の力(時間・骨カ・担.・@

寄贈など)を提世いただき、

市民参加型図書館づくり

を避めます。

c>(仮称情報ライブラリー)c>

|電子自治体の情築 |

.Ii量れたシステム町車入をは・D'
じめ、手作藁による事務担

理をシステム化し、効率化

を回ります。

設計図書や工事間部書類的

電手化を進め、憧菅やコ

ピー容との労力的節減はも

ちろん、将来的には紙同慎

@凪を穆くすよう普めます.⑥

@・都市計画図やよ水道管理@

台幡恕どのデータベース

fむを進め、総合的恕管理
@を進めます。c>

fC>・公募型指名鶴争入札慈t・6
の透明性的高い入札方式

や電子入札について樟討

@します。c>

( 

@います。 @ 

@

@
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| 成果を重視じた行財政温営 | 

@・行政評価町システムを導入します.また‘パランスシー@

トや行政コスト計草書を導入し、実りのある市政を進め

c> ~.. c> 

@・定型的怠轟務コストや @

施設運営コストを把握

し.揖務ー組織の統廃

合や委託化の指揮とし

@ ていきます。c>

，~ ~ 

w 地域同要望や時代に w 

あった公共施設運営を

国リ、住民昔足直と利

用者数の向よを目指レ

@・中型1<スやマイクロパスの運転量務@

菅理怒と、書種調健輔同委託化を進め

@て効率的な行政運営とします。c>

@ 報恩曹忽ど施設の管理運営について、@

@ 民間活力の活用を図ります。c>
( 

@ ます. @ 
|機能的忽組織・機織l

内・目標による管理制度を導入し、酸鼻的責質叫

ト@ の向よと甫世所の活性化を図リます。c>1

() =，..-"，..."_"，，，..._Li._"" ()、ー再住用$'J置や住期付載員
採用制虚を檎討し、多様

怠人材を活用した曲率目

@ よい行政運営を進めます。@

@

@
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@市民が利用しやすい意@

口体制の整備や、時代

の聾題やニーズに対応

した組輯体制を常に考

@えます。 @ 

@要託や非常勤化@

も宮め、人件費

の抑制に曹める

よろ‘新たな定

員適正化目標を

@軍宜します. @ 

| 職員の意識改革・人材育成 | 

1丘1.16 [6] 



行政改革の成果と新しい取組み

市では、行政改革大綱に基づきさまざま草取組みを行ってきました。また、今年度からは、昨年策定した新し

い行政改革大綱を基にした新しい実施計画を作り、取組みを始めています。

今回は、平成14年度に行った主主取組みと、今年度始まった新しい取組みを紹介します(今年度目取組みは市

田ホ ムベージで詳しく紹介しています)

| ・平成14年度の主な取組みと成果 1 

市政への書画坦輩、市民ボ

ランティアの聾成

NPOと連携した廃食用;自

の再開料化

主な庁、ランティア活動内容

淘物館展示解説員工コハ

ウスの彊宮サポー卜、児童

センター・こども館の指導

平成14年7月から第二学校

給食センターで配送車2台

に使用。再開料佐用量607

1 走行距殿3.011km

3 時代に即応した組織・機構の見直し

事務事量の量生と終7によ
る組植の見直し

合併准進室の新設、政策推
進主幹・工事検査主幹・子
育て主揖主幹の新設、腫産
物等地域振興主幹・文化施
段整惜推進主幹の廃止
十

梅が丘 ・神川第二両保育園!運営経費削躍額185万円
の統合 I (人件費除く)

匝の情報化。

主な取組事項目

IT樺器・庁内LANの活用

ホムペンを作成できる

職員の育成

上田市伊l規集の

デタベス化

[71 1五7.16

哩口長田 aJlロ

14年度末町成果効果.

内勤職員のパソコン600台
を更新、 1人1台化完了。
グルブウエア等を舌用し、
情報の高度利用を進める。

ホムベジ自主運営課所
数は30課所。市民への情報
握供がより書く、より早く。

紙の例規集在日lま鹿止した
ほか、ホムベジで一般
公開し、市民にも簡単に閲
監が可能に。

市税等の口座振替の勧翼

工コオフィスうえだによる

簡易な工事への

原材料支給による経費節揖

15014001適用範囲甚大

(出先構関・保育園・学校)

補助金見直しー整理統古

%捕

1水道使用量 企13.9%

平成14年度は工事自体

を尭，主した場合と比べて

685万円節証

出先施設等13か所に適用範

囲を拡大。 12揮育園で樺護
者に施策の穫量を啓尭

削揖額1.586万円

削減額1.855万円

4 定員管理及び給与の適正化の推進
平成14年度末までの定員適正化目標の実施

1.052 

1.040 I 1.040 I企 12 企 8.810万円

1.029 I 1.016 I企担 |企 2億6.247万円

1.019 I 1.007 企 45 企 3傭2.809万円

1.002 989 企 4億5.990万円

平成14年度目行政改革の取組みを経費節減の側面か

らみると、単年度目節減額は、約 l億2.000万円と試

算されます。これに平成12年度目7.000万円、平成13

年度目 4億5.000万円、さらに、各年度目取組み項目

で節減効果が後年度も引き続くものを累積すると、こ

白 3年間で約13億5，000万円の経費削減効果がありま

した。



〈

士委
いただきまし

B月30日冊、市役所で「うえだ百勇士委員会J(会長

泉濃さん)の正副隊畏10人の皆さんから‘昨年の11月
に続志 E回目の市政に対する提目的理出されました。

提出された提言は、 20代から70代までの105人の
委員の皆さんが、日ごろの生活や活動の中白、ら意見を

出し合い真剣怠議論を重ねてまとめたものです。

内容は、中心市街地活性化に関するとと.観光に関するとと、中高生の英

語研修に関すること芯ど、幅広い視点でとらえたものと怠ってい苦す。

市長は、iElo':隊長や委員の皆吉ん|こ‘熱心1;J会醸の中から提言にまとめて
いただいたことに対し感謝するとともに、共に考えていくことが大切であり、

できるだけ市政に反映していきたいとの考えを示しました。

提出された提言の全文は、 市のホームベージに掲載してありますのでご覧

ください。

7月3日側、新しい委員を加えた「うえだ百勇士委員会Jがスタートしました。
4月か55月にかけて応募し、ただいた新しい委員42人と、昨年か自の継続雲員73人の合計115人の聾員の皆

吉んが、新たに決まった西週文量会畏・脅隊の'JEIIJ隊畏を申心に‘『し5世隊Jrみつけ隊Jrっき高い隊Jrそだて隊Jrい
きいきいき隊Jの5つの隊に分かれて、新たな視点かB幅広い活動在行い、市へ提置をします.

みつl:t隊陣聾・
牧谷孝則lさん
上回には良い

もの、良い所が

かなり眠っています.それらを見つけ.
活かして.快適鳳境畠市・上回世つ〈り

ましょう.

務副隊畏/山内.鍵古ん

私たちも
提言します

つ曹司5~\.

献擾・

永井仁さん
、

人との吏擁{つ
きあい)由中から.

上岡亀揖にさら

る輸を広11.人とまちとがいきいき
と協和できるようにがんばります.

副隊長lfA原疎窟古ん

隊畏・

申柑司臣官ん

元軍よ〈握首し

いきます.そして.

して実現していきたいと且います.

ら「そだてるj
ます.

士が蝿い‘

皆さんもど量見をお寄せ〈ださい.

1丘7.16 [8] 
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住民基本台帳カードの交付手数料 1件500円に決定
第三中学校区に地域型在宅介護支援センターを設置

6月市議会定例会が6月10日から30日まで聞かれました。今回は40議

案が提出され、審議の結果、すべての議案が可決されました。

補正予算には、

①地域型の在宅介謹支援センター股置

②~ I) ンエネルギー自動車導入促進事業による天然ガス車購入

③共同利用コンパイン購入補助金

④商工業振興条例による工場増設補助金

⑤第二学校給食センターの冷暖房設備工事

⑥自然運動公園流水ブルの防水工事

⑦市単独型車備事業による生活路線等白盤備

などを計上し、これにより補正後白一般会計補正予算は431億976万円

額曹

算
一
月
~

肝
一航

年
四
5

・
1
・
た
-
つ
園
ま
-

。

決
-

た

で
-

L

金
-

ま

蟻

E

り

市
-

な

月
E

ル」

au
-

余
・F 予算総額-431億目976万円一般会計 1瞳自，139万円

-主な条例の制定・改正など

上田市手数料条例の一部改正

住民基本台帳カ ドの交付に伴い、交付手数料と再交付手数料の金額

を定めました。住民基本古帳カードは、住民票白写しの広域交付に役立

つもので、交付手数料は1件当たり500円となります。

'主な一般会計補正予算の内容

第三中学校区への地場型在宅介謹支援センターの段置・"・ 307万円

高齢者に対する在宅福祉白相談機能をさらに充実します。

クリ ンエネルギ自動車導入促進事業................・ ・ 602万円

環境保全対策として、上回ガス株式会社からの寄附金と、クリーン

エネルギ 自動車等導入促進事業補助金を活用して、天然ガス車を新

たに購入します。

川辺地区の共同利用コンパイン購入補助金 e ・ 167万円

県の地域づくり総合主復事業の補助金吾活用して、川辺地区の農作

業畳託組織の活動を促進します。

商工業振興条例による工場増設補助金 ・ー e・e・"'1.000万円

上回リサーチパーク内企業の工場増設に対する助成を行い、企業由

設備投買をしやすくします。平成16年度も同額の補助が予定されてい

ます。

第二学校給宣センター冷暖房設備工事 ........ ・6，300万円

南生管理強化のため由工事を行います。

自然運動公園流水ブールの防水工事 .......... ・'3，500万円

市単独整備事業による生活路線等の整備事業 ..............2，763万円

自治会等から由要望に応え、市民生活に密着した生活路線江どの整

備をします。

[9 1 1瓦7.16

新メンバーが l
会優・

酉濁文蜜さん
私たちは市から垂

嘱された審蟻華民で

はありません.自聾
的意且でなった勇士

{有志}です.畢朴な
一市民.一生活者として市政に触オし抱い

た旋問やアイディアを神間と率直に話し合
い.勉姐し、必要と思ったことを市長に提

冒してい〈というのが伝務です.rう
えだ百男おであるという自置を持ち.
文字どおり「協惜の場jを鑑いていこ

うと思います.

疑固揺犠/内糧事雄吉ん、宮本茂幸吉ん

楽事聾局長/永井信安吉ん

機会計/盲平敏幸吉ん

楽監事f池上一巳古ん、佐麗満博吉ん

し5せ隊隊畏・
間島静雄さん
昨年目経瞳を

生かし、一市民

として「うえだ」を見つめ直したいと思

います.

議副隊慢J申村芳費古ん
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.問合せ海野町商庖街振興組合(宮22・9301)
URL:h吐p:l/www.unnomachi.jp/ 

-とき 8月10日(日olf後7時~
(雨天の場合|孟8月11日伺1))

・ところ常田新橋下流300m付近
・桟敷席(1マス4人が目安、 1万円程度)
迫力ある花火や豪華町士捌フ花火を間抵で見ませんか。

.慶祝花火(3号玉3発 12.口口口円)募集中 l
記念にあなただけの花火在打ち上げてみませんかっ

.交通規制

午後日時30分か己午後9時までの閏 常田新橋、上田
橋か5小牧橋下までの右岸堤防道路と、上田橋から常国
新橋までの左岸堤防道路は車両通行止め。

.問合せ

上田商工会議所(ft22A500)



INFORMATION傍帯ラ乏t.;'UEDA

平成15年度の
介護保険料納付が
はじま，ります

7月口座振替や納付書で納める方の平成15年度の保険料の納付が始まります。

介護保険制度は介謹が必要な方を社会全体で支える仕組みで、40歳以上の方の保険料と公費をそ

O の財源としています。納め忘れのないよう、納期限までに納付してください。

1平成15年度介護保険料の改定

介護保険料は、介護サ ビス利用の費用を予測して3年ごとに改定を行います。15年度からの保

険料は表白とおりです。

( 

内

4

-
n
d

一A
M
守
一R
U

市民税非課税世帯

市民税非課税者

市民税課税者で年間所得金額が200万円未満

市民税課税者で年間所得金額が200]]円以上

18，600円(基準額xO.5)

27，900円(基準額X075)

37，20C円(基準額)

46，500円(基準額x1.25) 

55，800円(基準額x1.5) 

2保険料の減免等

保険料の額は、本人や世帯の所得などにより、表のとおり 5

段階に設定し、所得の低い方に配慮したしくみになっています

が、災害等の被害を受けた場合の減免制度がありますので、保

険料の納付が困難な場合にはご相談くださb、。

また、本年度は保険料改定に伴う負担の軽減を図るため、所

得が特に低い一部の方を対象に、保険料の軽減を行います。

3保険料を滞納した場合

保険料を滞納した場合は、介穫サービスを受ける際に給付が

制限される場合がありますので、必ず納付をしてく ださL、。

| 間合廿 高齢者介護課~・ 6抑 I 

15.7.16 (11) 



INFORMATION信部タ乏だ、UEDA

市アダブトシステム協定第1号

木町自治会と協定を締結 都市計画課(823・5127)

~義し〈需主ヲ庭木町ぬ退‘l奄自伝い'C~幸世h.13I-

街路整備事業で市道諏訪部上川原柳線約

260mが、道路拡幅により橋、歩道、外灯

等監備されたのに伴い、市は木町自治会と

7月l日にアダプトゾステム協定(道路の

里親制度)を結びました。協定自内容は、

固ァダブトシステムって何?

①道路の美化 ②幸道及び沿道由植栽

③道路の異状等連絡など、景観に配属した

まちづくりにつながるものです。

なお、この他、国道141号線で中央通り

まちづくり協議会、国道144号線でしな白

木通りまちづくり協議会、国道143号線、

主要地方道上田丸子線で川辺町振興会、ガー

ルスカウ卜長野県第25団、下本郷地区花と

緑のまちづくり協議会の5団体が、道路管

理者四県とアダプトシステム協定を結んで

います。

白 ァダブトシステムとは、地域住民団怖が道路の

定区聞の「里親」として、道路管理者と協定等を取り交

わし、ボランティアで華道・植樹帯等の美化活動を行う

制度です。

市道アダブ トンステム協定調印式

下堀ハーブロードで
花の植栽

下塩地区花と緑町商づくり協議舎の皆さんが、ゐ月の日曜日

マリ ゴルド、サルビア宮計3.000本を「やすらぎ花壇」と「庁、

れあい広場」に植載しました。

この日は小学生からお年寄りまで120人ほどが参加。マリーゴー

ルド1.4月に種をまき 大切に育ててきたもので、当目的朝は6

時力、ら準帽を進めました@

毎年参加している小学生もたく古んいます。汗ばむほどの天草

でしたザ、みん恕楽しいとはしゃぎ芯ザら、一つひとつ丁寧に植

えていきました。

[13] 15.7.16 
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INFORMATION傍帯タ之どUEDA

知って:抗ごろ/
シヴヴハウス対策

| 附で健康的な{間容… l 
k~築)$;司III去が改正されました . 

7月1日から、シックハウスの原因物質の室内漕度を下げるため、

建築物に使う建材や換気設備を対象に新た主規制が始まりました。こ

の規制の対象に在るのは、 7月1日以降に工事を始める住宅 学校・オ

フィス・病院など、すべての建築物の居室です。

新築工事はもちろん、新たに増改築などを計画する場古は、建築材

料の選定や換気設備の設置に注意しましょう/

。ホルムアルデヒドの規制<>

①内装仕よげの制限

居室の種類や換気回数に応じて、内装仕上げに使用する、ホjレムア

Jレデヒドを発散する建材の使用面積が制限されました。

②換気設備の義務付け

ホルムアルデヒドを発散する建材を使用しない場合でも、家具力、ら

の発散があるため、原則として全ての建築物に機械換気設備を設置す

ることが義務付けられました。

③天井裏・床下などの制限

下地材をホルムアルデヒドの発散の少tr.い建材にするか、屋根裏や

天井なども換気装置を備える構造とされました。

く〉クロルピリホスの規制<>

属室のある建築物には、クロルピリホスを添加した建材の使用が禁

止されました。

| シックハウス対策の詳しい情報lF.1II.
国土交通省

「改正建築基準法に基づくシックハウス対策コ ナ J 

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/sick.html 

.問合せ

建築住宅課指導審査係

(ti22・4100園1541・1542)

|シックj恨症l贈ってなに?I
住宅に匝われている建材や家具・日

用品が発散する化学物質が原因で、目

がチカチカしたり、 ゆ
のどが痛い、めま

いや吐き気、頭痛

がするなどの症状

を起こすもので、 ...... 

新築やリフォームニーィマ

した住宅に入居lY ... 正、
た人によくみられ -

ます。 .，.'"

※ホJレムアルデヒド

シックハウス症候群白原因とEる簿

尭性有害物圃で、建材や接着剤などに

吉ま札ています。

※ヲロルピリホス

有機リン系の殺虫剤で、家庭内では

防蝿剤Jとして床下草どに慎われます。

ぜっか

憲旗の憧班や、安心母

撞τ吾前に知っておこう!

15.7.16 [14) 



INFORMATION停帯ラ乏だ、UEDA

「燃やせないごみの有料指定袋導入について」
の答申内容説明会を行います

廃棄物対策課("22・0666)

上田市廃棄物処理審議会は、 4月初日「燃やせないごみの有料指定袋導入について」の答申智を市に提出し

ました。市は答申書の内容を尊重するとともに、導入について検討しています。つきましては、答申内容

について市民自皆さんに説明し、ご意見をいただきたいと思います。

説明会は、地区自治会連合会単位により次由日程でu削I~ しますが、地元白説明会場でなくてもかまいま

せんので、ご都合のよい日にお出かけくださL、。おおぜい白皆さん白書加をお待ちしています。

7月 B月

日程 曜日 地 E 会 場 日程 曜日 地 区 A E 場

7月22日 火 川西 川西公民館
西部 西宮事公民館

富士山 場図綱造改善センタ 8月1日 金
7月24日 木 東塩田 東塩図児童センター

別所 網染随

7月29日 火 中塩田 塩国公民館 海尻 塩尻地区公民館

東部南部 中央公民館
8月6日 1)( 

7月30日 スづく 西塩田 西埋国会館

神科 上野が丘公民館

中央、北館 中央公民館
8月78 木 神川 得川地区公民館

7月31日'" 8月B日 金 量殿 農村環焼改普セムノター続下 JI回泉田 よ図創造館

※開催時間は、いずれも午後7時30分から(おおむね1時間程度)

地時の皆さんに昔からの自然素材を使った塗り壁の良ぎを知って

もらいたいと思い、昨年よりボランティアをはじめました。

雪国l志左官というよりもベンキ塗りでしたが 。

未来を担うこEも還が喜んでくれるとうれしレです担。

居間草E曹段よくいる場所を塗り壁にすると憧慮にもレいですよ。

くもりを感じてください。

プーjしだけで首く、給貴室の壁、保育室の壁、手i先い唱までをれい
にしていただをありがとうございました。子Eも遣も寄れい怠プー

理事長林弘嗣さん l}しに大喜びで、毎日楽しくブール遊びをしています。

[15] 1互7.16
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消防団ボンヌ操法末2
上位入賞者(ポンプ鍵珪)

自動車ポンプの師 小型ポンプの師

ラッパ献奏末2開催 軍鵬 車叩分団 置掛 第10分回A

準彊勝 第18分団 準置勝 第8分団A

第48回上岡市消防団ポンプ操法大会、第26岡上 第3世 第8分団 軍3位 第20分団A
岡市消防団ラッパ吹韓大会が6月29日旧)、上堀グ

上位入賞者(フッパ吹費}
ランドで開催されました。当日は、梅雨空にもか

かわらず多くの市民から応援をいただく中で、市
団体の部

内17個分団の消防団貝の皆さんが、 4月下旬から 量購 軍20分団A

毎日続けてきた早朝訓練、夜間訓輔自成果を競い、 準¥1勝 第19分団

上位入賞固と入賞者が決まりました。 軍3位 第14分団
上位入賞固と入賞者は、 7月13日間に行われる

個人の部
長野県消防操法大会上小地区大会及び上小市紡ラッ

パ耽婁大会{武石村)に出場します。長野県消防ポ 置勝 土屋 量 第19舟団

ンプ操法大会、長野県消防ラッパ耽事大会は、 7 準畳鵬 間島洋一 第20升図

月27日旧)茅野市で開俄される予定です。 第3住 値目祐z<: 第15分団

ブラインドスイマ一応援団 ボランティアスタッフ募集
ブラインドスイマ一応援団(実行委員長斎藤)[止

先日シドニ パラリンピ γク金メダリストである河

合純ーさんの講演会を開催しました。

講演の中で、「夢というのは、年齢に関係主い。

大きい、小さいもない。人と比べるものでもない。

昂れもこれも全部OKo 全部叶えたいと恩ったらそ

のように生きていけばいい。

僕自身、夢であった童メタル在取ったときの曹ぴ

は大きかった。そして、僕以上に、応援してくれた

人が曹んでくれた。ゃるからには結果を残したいし、

気持ちに応えていきたいと思う。

この璽、点字図書館や点字ポスター在ど点字先進

地の上回で合宿を行い、大阪でB月16・17日のアテ

ネパラリンピック選考会に臨みます。皆さんの応援、

ご声援をお待ちしています」

ヒ述べられていた河合さん。

そんE河合さんの夢のお手伝い在してみませんか?

ブラインドスイマ一応援団では、現在までに暁直

「夢追いかけてJの鼠写会(6月22日)、河合純ーさ
んの講演会(日月28日)等を行いました。

今後の予定として8月に‘自然運動止圏内プール

において、河合純選手を吉むアテネ・パラリンピッ

ク出場を目指す視覚障害水泳選手の強化合宿や、 11

月248には、映画「夢追いかけて」の上映会を予定

しています。

河合鈍ーさんのプロフィール
パラりンピックの金メダリストで、全盲というハンディ
をものともせず小さい頃からの夢であった省通申学校の先
生をしていた河合鈍ーさん.現在1;1早稲図大学大学院に在
錨.パラリンピックに1;1過去3固{バルセロナ、アトラン夕、
シドニ )出窃し、水泳で金・銀・鋼合わせて14個のメタルを
彊得されています.

これらの企画・運営等に興味のある方、お手伝いし

ていただける方は下記までお問い合わでください。

.問吉せ

信州上回ブラインドスイマ一応援団

実行委員長斎藤

TEL/FAX: 25・7676
Eメーjレ shiro_@niftY.com 

1五7.16(16]
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「

-問合せ

池波正太郎真田太平記館

宮 28.7100

池波正太郎真
開館5周
女ミニ・コンザート女
・テーマ「アンヂス音楽のタ

ー民族楽器が奏

SHUIcm NAKADA & 
8月8日塩崎
池波正太郎真田太平記館

交流サロン(喫茶ル l

2.000円(軽食ドリ、

50人

コンドルは飛んで行く

花祭り(ウマウア力の人)

千と千尋の神隠し他

池波正太郎真田太平記館へ

.演奏

・とき

.ところ

-会 費

.定員

・幽目

(予定)

.申込み

貴重の企画展*
・テーマ r真図太平記」の舞台を歩〈写真展一紀州九度山台、ら大坂夏の陣ー

・期間 7月19目白目-9月23日鋼 業休館臼17月22日側、23日ω、30日側
・開館時間 午前10時~午後6時
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そう

うえだ環境市民会.と肱 ワーキングチーム申メンバー事集

みなさんが日ごろ感じている環境問題を自由

に話し合い、環境を守る行動を自己提案し実践

していく場です。7つのワーキングチームの活動

をはじめ‘環境保全の取組在通じて、市民事業

者芯どに行動計画を提案して普及を図Dます。

圃応'資格市内に在住、通勤、通学する方ならどな

たでも参加できます。

.応事事方法生活環境課に電話文I<J:Eメールにて
住所氏名参加したいワーキンクチ

ムをご連絡ください。ホームベ ジも

ご覧ください。また、市の環境保全施策などへの意見提案を

行うなど、豊白、芯環境を未来に残すための、市民

と事業者と行政の協働の場です。

・その他メンバーは随時募集しています。また、

複数のワーキングチームに参加できま

す.

自然豊か恕山と
川を育むまち
グリーンベルト穆どの舗を活用し
ます.
・きれい怒水を育む活齢をします.
.自然環境に配eーしたまちづ〈リを
します. 田中良男(末広町)

地部sos
各lI>.でできる温暖化防血対策を
します.
・ヒートアイランド現象の餓閣を通
じ.I緩や緑の役割を考えます.
ー援の花プロジェクトからできる循
環型枇舎を実視します.

川上美保子(染屋)

ごみ議・{品古)
~資源を有効に利用するま宮~

-ごみの減量を目循レます.
・生ごみ多:r.8rJ回収及び窓S担率緩所
句、ら出る隼ごみの有効活用を呼ぴ
~'けます.
・鎗刷回収された生ごみから雄胞を
作り‘その繕拠を~JIII して農作物
を義浴する、循環型祉舎の形成を
目指します.

山白書香(畏島)

ワーキングチーム名
活動向容

チームリーダー名

環境学習
も喝.

~命の連環を学ぶ~
フィールドワーク常事どを過し、身
近'"白熊に触れる学習の渇をつ〈
ります.
水と織と主についての漫鍵m虚を
腿きます.
よ園市の生活環摘の現状について
調査し.環繍啓奨コンチンりを作
成します.

安井啓子(新田)

誰もが安心して健康に
喜5せるまち
~苦れいな水の循環を考える~
L園の水源を釦ろ弓!
・きれい恕水の循環で、靖議を復活
さ1tよ弓'

宮本茂幸(新田)

うえだの景観 ... .tgm，観を特徴付m 、る御津
.1‘や蚕室づ<'Jの畏愈恕ど
持続可能穆活綱方法を考えます.
鍋が少理事いまち中で.号るおいの
ある衡略..づ〈リをします.

竹内秀夫(御所)

環境180ネットワーク
(企義・事難者向11)
ー一脅河I1・活動やS量化活耐に多加し
ます.
・事識者聞の情級交機及び事例R
稜.事訓健所の相互見学を行いま
す.
-IS014001を舗駆車得レ鎗縛
するための緩衝1/.TJ組織の発有を
園'J.*た、実銀します.
ーよ園甫舷ISOを楊簸仏小規機・
個人g援者への環境改箸プログラ
ムの銀鱗及び交織をします.

蝶崎茂利(神科新屋)

-問合せ生活環境諜宮23・5120 Eメーjv・seilくatukankyo@city.ueda.na巨ano.jp

1五7.16[18]
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ま
す
。

日

韓
誌
で
自
分
だ
け
の
手
植
り
布

日

ィ
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
紙
飛
行
機
竺
『
圃
掴
圃
園
理
圃
理
・
・

E
二

A
R
E
C特
別

講

演

会

一

t

自
固

E
E
-
-を踊
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

…

か
科
学
の
不
思
暗
を
警
め
る
プ

一
扇

盟

問

園

田

・

・

・

司

自

国

岡

幽

E
E立

国
と
き

7
月
四
日
出
5
8月
7
日
同

日
圃
そ
の
他

体

験

コ

ナ

は

、
当
日

…

ス
が
い
っ
ぱ
い
/
君
主
旦
科
学
者
に

一一

圃
回
同
脳
間
四
回
同
幽
回
圃
・
・
・
・
・

一一

同
盟
岨
膚
緬
珊
岨
閣
帽
蝿
四
四
理
圃
圃
圃
か
筒

午
前
9
時
、
牛
撞
4
時
四
分

…

受
付
順
で
、
体
験
に
か
か
る
時
聞
は

"

な
ろ
う
/

二

-M
齢
臨
副
闘
園
町
・
・
・
・
・
・

一一

関
闘
闘
闘
回
悶
悶
闘
悶
悶
闘
圃
一
叫
出

・
と
こ
ろ

1
暗
民
躍
資
料
館

…

1
人
約
叩
3
市
分
で
す
。

一
向
闘
剛
凶
岡
阿
国
出
閏
同
国
・
・
・
・

一
・

3
温
靖
国
司
司
唱
司
掴
凹
.
.
.
 
，

一
F
』
田
園
田
副
闘
関
闘
闘
圃
闘
圃
幽
・
・
庖

2

開

tz院
院
齢
E
R齢
配
E
P
E
E
-
-
-
-
-
f
h
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
E
E
t
出

月

・
内
容

“
由
自
回
開
四
国
間
関
同
国
・
・
・
"
・
と
き

8
月
7
日
間
3
H
日
回

一
間

闘

白

目

阿

国

・

・

・

一
・
と
き

7
月

お

日

嗣

羽

8

電
か
畢
を
宣
ベ
て
成
長
し
、
ま
ゆ
…

・
と
き

8
月
2
日
出

“

午
前
9
時
5
午
睡
4
時
四
分

一
・
と
き

8
月
四
日
出

一

午
憧
2
時
5
3時
却

分

野

ぎ

を
作
る
ま
で
樺
子
を
観
畢
で
き
ま
す
。
…
午
前
9
時
1
叩
時
四
分

…
・
内
容

油
桂

・
彫
剖
・
・

・
写
真
な

…

午
後
1
時
四
分
5
4時
四
分

一
・
と
こ
ろ

よ
田
市
産
学
官
週
明
主
揖
蜘

配

-Mmm間
同
国
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…

・
向
容
い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
花
粉
を

・

ど
地
埴
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
作
聖
の

一
・
と
こ
ろ

創
造
曲
文
化
ホ
ー
ル

一

施
設
(
信
州
大
学
融
維
宇
都
内
)

-
と
き

7
月

幻

自

問

…

顕

撒

韓

で

調

べ

ま

す

。

…

作
品
約
叩
点
を
塵
吊
し
ま
す
。

一

園

内

容

一

4
階
ミ
テ
イ
ン
ク
ル
ム

置
と
こ
ろ

午

説

話

ル

…

u
H
U
M学
生
と
そ
の
選
者

…
関

闘

闘

圃

園

田

…

謂
座
1

同長持二時院日日村山五回日目

・
耳
語
二
つ
の
美
南
誼
の
こ
と
…

圃
持
ち
物

筆
配
用
具
、
ノ
l
ト

一

・
と
き

8
月
9
日
出

…

佐
橋
紀
子
さ
ん

一

下
電
器
産
瞳
醐
中
央
研
究
所
)
〕

-m師

…
・

申

込

み

…

午
前
9
時
3
正
午

一

間
座
2
「
わ
た
し
を
生
き
る
・
働
く
」

一
・
盟
国
ナ
ノ
テ
ク
の
発
展
に
よ
る
部

窪
島
輯
一
郎
さ
ん
(
信
漫
デ
ッ
サ
ン
山

7
月
引
日
嗣
ま
で
に
電
話
ま
た
は
…

・

内

容

一

フ
リ
l
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

一

品
工
革
の
将
来

館
・
情
書
館
主
、
作

家

)

山

F
A
X
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
…
重
体
み
の
自
由
研
究
を
イ
ン
タ

一

宮
調
子
さ
ん

一
圃
定
員

田

人

国
間
幽

EE-----・
・
両
国
間
サ
ョ

…

ネ
ッ
ト
で
醐
べ
て
み
よ
う

一
・
そ
の
他

旺
児
(
2
宇
就
牢
前
)
希

一
国
費
用

情
料

7
月
目
白
間
5
8月
叩
日
間

・
・
と
き

“
国
対
最
小
牢
枝
4
年
生
3
高
校
生

一

望
の
方
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
へ

一
圃
申
込
み

闘
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団

午
前
9
時
四
分
S
午
後
5
時

一

…
・
定
員

団

人

一

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
セ
ン
タ

-
と
き

自吋
-
と
き

8
月
2
日
出

午
後
7
時
叩
八
円
5
9時

監蓮望盟主E予告虚国cr，..~言置冒昼築a圃
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メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

E

F

 

8
月
刊
日
間

午
前
叩
時
S
正
午

・
封
量
初
心
者

5
桂
験
者

.
定
員

叩

人

-
相
臨
料

無
料
(
要
事
前
電
語
予
約
)

-
と
き

四=ZXI....，." ----."'¥ 

l宮生・・・・・・
H 活 I~'1. ¥ I .環1/J;";9I 
11境 圃圃圃.課Idf12'1.， ・・・・・
11( ・・・・・

「
聞
い
得
セ
ミ
ナ
ー
」
で

確
か
な
H

目
H

を

悪
寅
商
法
に
よ
る
植
曹
が
多
尭
し
て

い
ま
す
。

次
に
狙
わ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
檀
曹

か
ら
守
る
た
め
に
、
消
費
者
と
し
て
確

か
な
「
目
」
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

-
と
き

7
月
羽
田
岡

午
桂
1
時
四
分
i

-
と
こ
ろ
よ
田
合
同
-
庁
舎
6
階
講
堂

.
酒
睡
「
今
ど
き
の
悪
質
商
量
5
し
の
び
寄

る
巧
砂

・
危
険
な
商
法
3
」

・
醐
師

石
川
主
翼
さ
ん
(
神
事
川
大

学
法
学
部
教
裡
)

.
定
員

1
2
0
人

.
憂
掴
料

簡
料

-
申
込
み

7
月
羽
田
樹
ま
で
に
生
藷

環
揖
醍
へ

-
事
車
内
容

①
2
等
陸
海
空
土
(
女
子
)

②
一
般
曹
幌
補
牢
生

③
曹
曝
補
士

@
航
空
学
生
(
高
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
)

圃
受
験
責
措

①
③
叩
歳
以
よ
U
揖
未
調

②
市
揖
以
よ
加
盟
来
高

④
高
校
卒
難
者
(
見
込
も
含
む
)
で

引
揖
未
調

・
費
付

8
月
4
日
間
3
9月
叩
日
制

.
鼠
融
日

①
9
月
四
日
圃
・
幻
自
出

②
③

9
月
四
日
出

④

9
月間
ω
日
凶

※
2
等
陸
遍
空
土
(
男
子
)
の
酷
鞍
は

随
時
行
い
ま
す
。

.
聖
験
料

簡
料

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
と
き

7
月
幻
自
刷F 

-

午
前
叩
時
1
正
午

午
睡
↑
時
3
3時
拍
分

・
と
こ
ろ

上
田
市
往
所

「
点
字
」
は
、
世
界
中
で
佳
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
視
寛
陣
害
者
の
文
字
で
、

視
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ジ
ョ

ン
を
図
る
手
段
の
一
つ
で
す
。

揖
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
市
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
点

字
教
室
を
開
蝿
い
た
し
ま
す
。

-
と
き

7
月
四
日
嗣

午
前
9
時
担
分
j

n
時
四
分

・
と
こ
ろ

点
字
図
書
揖

-
対
量

小

学

4
年
生
5
6
年
生

・
定
員
加
入
(
先
着
順
)

-
嘗
加
料

簡
料

.
持
ち
物

輩
記
用
具

1
ペ
ー
ジ
に

ー、

2
行
程
度
の
宝
章
が
あ
る
桔
本

・
申
込
み

7
月
四
日
凶
ま
で
に
点
字

図
書
画
へ8

月
剖
日
岡
、

9
月
6
日
出
、

叩
日
出
、

引
日
間
、

R吉汽通量Z童書Z市届函Si![iIi画面画'FE里聖ブ聖 書
諸??REZF闇詞 E歯 li巧君主!?問
。主主205i 53闘矧 曙翻むは覇軍事
幹事長肝要需聞出 臨調11詑三種問よ
で発で 雇主力、ト安 ..  ・さ弓|間男宅望昌司円E互ザ) E館後

書守護 Z2重古屋町、引 陸軍軍国ii霊 iきみ
をた上 こ百 ・・圃 1:-I ~明E望却'司コ
お場の と 、 る等量・・~三J 巴;L皇室璽コ =S 5分

墨田たo 里に盟ジ お館 書7Eおを聞子 型E匡語主
525!?5253王1255i5T221聖書525 
2 i i z =155i5 i zzi空軍 dE 
27 iぎ 投棄を;5日 E5持 228 
要fiiγA料 品科白雪

ま困 ど 1 ら量 を圃に、 まで l

圃とき 8 月 1 日闘17:30~19:30 ・ところ 上小森林センタ (慣州上小森桃
組合本所2指) ・テーマ ともに話ろう「つくる、買う 食べる」食と農を考える

どなたでもご参加いただけます。 ・問合せ 上小地方事務所康政課農政係官25・7125

県
で
は
、
今
挫
の
保
育
施
策
を
進
め

西
部
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
所

7
月
1
日
か
ら
西
部
在
宅
介
瞳
支
援

セ
ン
タ
ー
が
聞
所
し
ま
し
た
。
在
宅
介

瞳
に
聞
し
て
貫
軽
に
専
門
家
に
相
酷
で

1丘7，16[20) 
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き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
と
こ
ろ

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ

と
き
わ
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
向
(
常
盤

揖
6
5
4
4
)

-
相
酷
同
容

・
在
宅
介
瞳
に
聞
す
る
椙
酷

高
齢
者
の
保
瞳
、
福
祉
、
介
置
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
申
間
代
行

・
介
瞳
柵
惜
の
展
示
恒
い
方
の
脱
明

な
ど

-
相
聞
料

需
料

畏
野
県
屋
外
広
告
物
条
倒
で
‘
構
-

衝
路
樹

・
温
描
上
の
さ
く

・
個
暑
蝿
・

道
路
相
阻

・
公
園
南
電
話
ポ
y
ク
ス
・
電

柱
・
苗
路
灯
桂
な
ど
へ
の
ポ
ス
タ
ー

立
て
一
看
板

・
は
り
眠
等
の
事
市
が
車
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
離
止
塵
外
広
告
物
と
し
て

①
地
色
に
彩
度
旬
以
上
の
色
を
僅
用
す

る
広
告
物
③
蛍
光
塗
料
ま
た
は
夜
光

塗
料
を
檀
用
す
る
広
告
物
③
汚
盈

退
色

・
は
く
阻
ま
た
は
植
損
し
た
広
告

物
④
広
告
鞠
を
費
示
し
内
面
を
望
見

し
帯
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
酷
面
が
塗

装
さ
れ
て
い
な
い
広
告
物
な
ど
が
あ
り

ま
す
(
保
安
上
慣
用
す
る
も
の
は
除
く
)
。

塵
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、
車
止
区

域
と
許
可
区
埴
が
あ
り
ま
す
。
庖
観
出

届

・
政
基
や
看
桓
等
を
陸
置
す
る
場
合

は
、
都
市
計
画
醜
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

ぞ

だ
さ
い
。

し
尿
・
家
庭
雑
排
水
の
く
み
取
り

お
盆
は
休
離
し
ま
す

8
月
叩
日
制
午
撞
か
ら
8
月
間
自
国

ま
で
の
お
盆
の
聞
は
‘
し
犀
と
軍
庭
雑

排
水
の
く
み
取
り
を
E
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

お
量
前
は
く
み
取
り
の
値
輔
が
聾
中

し
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
く
み
監
り
の

匝
頼
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
被
害
者
の

皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

自
動
車
事
故
対
簡
セ
ン
タ
ー
星
野
支

所
で
は
、
小
さ
な
E
子
さ
ん
を
聾
し
て

親
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、

事
哉
か
康
西
で
哩
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
窃
古
な
ど
に
、
祖
曹
に
遭
っ
た

軍
庭
の
方
を
支
援
す
る
活
動
を
待
っ
て

い
ま
す
。

支
通
遺
児
世
帯
宵
成
資
金
貸
付
制
度

自
動
車
事
前
か
原
因
で
勾
在
く
な
っ

た
り
、
親
が
置
度
の
碓
遺
障
害
で
働
け

な
く
な
っ
た
軍
庭
の
中
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
国
が
楠
利
子
で
育

成
量
金
を
高
値
し
す
る
制
度
で
す
。

-
貸
付
額
二
人
あ
た
り
)

・
一
時
金
市
万
5
0
0
0円

.
小
中
学
控
入
掌
宣
度
金

4
万
4
0
0
0
円

"
市
内
の
小
学
植
に
通
う
陣
曹
を
持
つ
お

・
月
額

2
万
円

…
子
さ
ん
を
対
量
と
し
た
、
清
明
こ
ど
も

.
返
清
方
量

量
轄
宇
植
を
草
揖
横
田
"
簡
か
清
明
小
学
校
内
に
開
掴
し
ま
し
た
。

年

以

内

に

返

済

山

肱

醒

撞

留

守

聖

底

と

な

る

児

童

が

封

介
値
科
目

宣

桔

制

度

山

象
で
、
事
前
に
畳
韻
か
必
要
で
す
。

自
動
車
事
組
に
よ
り
一
頭
や
暗
髄
等
に
、
山
詳
し
く
は
、
児
重
県
育
眼
へ
お
問
い

置
い
障
害
を
受
け
、
融
遺
障
害
等
組

…
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
「
1
組
3
号、

4
号
(
常
時
要
介
置
…

・
開
園
時
間

者
)
」
「
2
岨
3
号、

4
号
(
随
時
要
…
・
月
曜
日
5
金
曜
日

介
植
者
}
」
の
認
定
を
聖
け
る
な
ど
の
山
午
憧
2
時
5
午
睡
6
時

重
度
の
瞳
遺
障
害
者
を
抱
王
え
る
軍
庭

…

・

土
曜
日
と
畏
廟
体
車
中

を
対
象
に
撞
助
す
る
制
度
で
す
。
…
午
前
叩
時
5
午
睡
5
時

支
結
額
等
詳
し
く
は
、
自
動
車
事
…

・
体
曲
目

日
曜
日

・
祝
日

誼
封
軍
セ
ン
タ
ー
星
野
支
所
ま
で
お

"

8

月
日
日

5
叩
日

間
合
せ
く
だ
さ
い
e

u

世
月
四
日

5
1月
6
日

け
H
1
1叶
什

川

1
リ

川
J

…
・
そ
の
他
市
内
子
ど
も
館
で
は
、
子

清
明
こ
ど
も
館
の
ご
案
内
一
・

川
川
山
川
川
川
川
川
川
ト
川
川
川
』
山

ど
も
と
聞
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
ポ
ラ

• 

圃
臨
院
佐
佐
僻
民
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
ン
テ
ィ
ア
を
醇
聾
し
て
い
ま
す
。

園
駅
臨
園
田
臨
副

E
E
-
-・
・
・
・
・
…
・
問
合
せ
児
童
揮
青
田
ま
た
は
各
こ

清
明
小
学
桂
に
晶
z
つ
小
学
生
お
よ
び

…

ど
も
曲
ま
で
E
廟
い
し
ま
す
。

施設を見る会へどうぞ | 
毛必轡際"22・4100困1112

・定員告白25人〔応現者事教の場古は抽軍〕
・集合場所市民体育盤前駐車場

・申込み はがきまたr.FAXに①書加希望
日②郵置番号③性所④民名⑤電話番号⑥集

合調居所への空通手段をle入し、 7月31日同

まで(必:'.lに秘書標「施股を見る金」匝へ。
グル ブでの申込みはE人までです。

・書加料 踊料

.宛先 @担6-8601上田市大手'.11.16

園23・5111へ

，3"5出尭 13，30出尭
I ↓ 

うえだ敬老圃 | ローマンうえだ
↓ | ↓ 

ふれあい福祉センター 1"、れあい掴祉センター
↓ |↓  

15030国解散 16，30頃解倣

8月20日嗣・27日制8月19日凶・9月3日刷

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
!
ト
マ
食
事
用

い
す
マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
マ
子
ど
も

周
食
噂
い
す
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
B
型

マ
自
伝
車
用
補
助
い
す
マ
ジ
ュ
ニ
ア

シ
l
土
車
串
マ
お
ま
る
マ
ベ
ビ

型
産
マ
も
ふ
た
付
き
川
ケ
ツ
マ
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
〈
引
型
}
マ
・
電
子
レ
ン
ン
(
マ

ル
マ
ン
)
マ
家
奥
聞
こ
た
つ
{
河
醐
}

マ
炊
飯
盛
(
6舎
炊
き
)
マ
子
供
用

三
納
車
マ
子
供
用
自
転
車
(
小
学
生
)

耳
目
正
子
基
町
ヘ
ッ
ド
マ
ソ
フ
ァ

ベ
ッ
ド
(
ソ
ン
グ
ル
)
マ
学
習
机
(
ス

チ
ー
ル
製
)
マ
健
康
自
伝
車
マ
家

具
嗣
こ
た
つ
マ
鮫
帳
{
2
人
用
・
緑

色
)
マ
食
密
挽
浄
揖
マ
衣
頬
乾
燥

織
・
衣
類
ス
タ
ン
ド
(
自
立
製
}

マ
チ
av
イ
ル
ド
シ
ー
ト
A
0・
3
)

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
B
型
マ
.
手
先
陣

竃
マ
茸
週
樋
(
ニ
槽
式
)
マ
冷
車

庫
(
信
悶
リ
ッ
ト
ル

・
田
ワ
y
卜
}
マ
婦

人
用
自
伝
車
マ
自
配
事
(
大
人
用
)

マ
皇
軍
串
苦
も
シ
ー
ト
マ
ソ
フ
ァ
ー

ペ
ッ
ド
マ
ソ
フ
ァ
ー
(
2
5
3人
周
)

マ
和
だ
ん
す
マ
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

マ
リ
ヤ
カ
ー
マ
趨
函

マ
・
動
ミ
シ
ン
マ
エ
レ

マE
ト
ラ

8月2日出ーツルヤ大量庖.マツヤよ思慮。11茜)
8月9日出・酉友秋和底、酉友三好町庫、 Aコープコア翁図庖
8~23日出ーュ'. スコ上園庖.しおだ野シヨヲ ピングセンター

-ウィークエンドリサイクル8月の日程
回収陽園隠午前10・~正午[時鶴屋守l.
政塵の日ん、缶.古級.古布が出せます.15].16 [21) 
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…
を
畢
し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー
ト

…
・
対
量

小
牢
4
年
生
以
上
の
親
子
山

"

で

す

。

…

・

定

員

旧

組

(

先

着
順
)

演
聖
者
は
世
界
を
豊
吉
に
活
圏
す

…
・
書
加
料

2
0
0円

山
る
星
野
圏
揮
音
楽
需
の
閤
師
と
、
ピ
ア

…
・
申
込
み

…
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
弦
畢
器
で

…

8
月
4
日
聞
か
ら
直
接
中
央
公
民
曲
山

…
一
流
の
演
奏
軍
を
目
指
す
音
葉
畢
の
受
…
へ

山

晴

生

た

ち

で

す

。

…

・
そ
の
他

皆
さ
ま
の
ご
来
唱
を
心
よ
り
お
持
ち
…
今
桂
は
、
叩
月
刊
日
出
市
日
出
、

・

し

て

い

ま

す

。

山

口

月

6
日
出
・
日
目
白
の
実
施
を
予
…

…
園
と
き

8
月

四

日

出

…

定

し

て

い

ま

す

元
N
E主
席
一
ア
ィ
ン
パ
ニ
聖
者
・
"
午
後
2
時
四
分
3

…

・

圃

1
11
1
1
1
4
1
1
1』
調
』

百
調
和
紀
さ
ん
と
仲
間
た
ち
の
棄
し
い

…
・
と
こ
ろ

…

圏

一〉

一

を

ι
…
弘

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

“

よ
田
市
文
化
会
館
ホ
l
ル

…

E
L
a一
九
三
つ

-
"
グ

圃
と
き

8
月
8
自
国

…
・
入
場
料

…

固

法

日

開

一

江

一
…
同

2
7時
喜

一

1
0
0
円

(

入

場

料

の

一

部

は

社

会

…

固

忠

弘

一

覧

一
…
翻

-
と
こ
ろ

よ
田
市
文
化
会
曲

・

福
祉
団
体
へ
寄
附
さ
せ
て

い

た

だ

き

…

圏

j
M
白
血

一

社
作

T
p
i
l
l
i
-
-一

・
出
現

“

ま

す

)

…

E
6
1一
卓

-
…
一
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
事
旦

百
覇
軍
と
東
京
パ
セ
シ
ョ
ン

…
1
1
1
1
l
l
i
-
-
l
l
l
j
…

圃

!
ー
ー
ー
↑
1
1
1
1』

…
一
家
庭
の
自
の
作
文
募
集

ク
ラ
ブ

…
一
自
室
学
校
週
五
日
制
対
応
事

業

コ

・

出

一

凶

E

副

司

圏

諸

圃

閣

幽

・

5出
潰
上
田
市
民
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聖
書

"

両

院

昨

日

比

l
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園
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一

畑

一
…
円

開

園

田

岡

田

・

・

・

入

場

料

ニ

酬

闘

闘

幽

.
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“

園

清

一

清

士

7
月

E
8月
に
か
け
で
、
明
る
い

・

1

一般
2
5
0
0円

"
「
固
臨
酎
圃

-
E
E
E町
・
・
・
・
・
・
・
“
等
圃
圃
I
l
l
l
1
上ア
1
1
1
1
1ム
…
軍
庭
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解

I
l
l
I
ll
i
-
-
-
I
l
l
i
1
1

寝

間

盟

国

?

一

2

一

小
・
中
学
生

1
0
0
0
円
…
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
パ

…
日
臨
戸
l
tu
ト
l
↑M
F
L
レ
I
L
…
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下
の
遇

・

入

場

券

取

搬

山

ソ
コ
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で
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
一
、
J
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1J
…
リ
市
内
小

・
中
学
校
の
鬼
意
・
生
徒
を

茸
光
堂
車
輯
居
、
甲
州
屋
山
田
商
庖
、
…
せ
ん
か
ヮ

“
一
噛
揃
三
喧
め
官

mぽ
沼
崎
明
陸

一
一
一
対
象
に
「
明
る
い
軍
庭

・
軍
庭
の
日
」の

教

育

委

員

章

生

涯

学

習

韓

…

2
団
の
輯
座
で
ひ
と
つ
の
作
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出

…

E
P
D
Zム
の
お
知
ら
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一
一

作
文
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重
し
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す
。

、11
1
J
J
I
l
l
1
1
1
1
1
1ノ
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ま
す
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す
て
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カ
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作
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二
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陸
駐
院
酔
臨
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島
粧

E
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圃
・
・
…
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膏
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間

完

重
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喜

日
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対

応

事

業

一

…
自
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し
ち
ゃ
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ま
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。

“
「
闘

圃
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圃

・

・

…

9
月
3
日
刷
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ア
フ
リ

l
コ
ン
サ
ー
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開
催
一

"

"

B
I
l
l
i
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1
1
1
1
1
1
1
1
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F
U
Uト
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七
l
l
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E
U
H
H
L
…
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程
等

下
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(
い
ず
れ
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ま
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購
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新
し
…

・
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家
庭
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家
臨
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中
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し
か
っ

一
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草

E
E
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E
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時
5
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午
)
…
い
プ
ロ
グ
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追
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し
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…
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、
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な
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E
E
E
E
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・

…

・

と

こ

ろ

…

ぜ

ひ

ご
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だ

さ
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。
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・

宇

融

バ
リ
ア
フ
リ
l
コ
ン
サ
ー
ト
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、
暗
…
中
央
公
民
曲
2
階
第
3
金
揖
室
…
な
お
、
間
座
の
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は
、
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教
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4
0
0字
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楠
用
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組
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曹
疹
持
つ
方
も
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た
な
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方
も
、
小
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(
羽
田
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暗
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5
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時
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・
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ユ
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…
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し
て

福祉課
(..23・5130)

図書館
(..22・0880)

ふ1m.男.
地壇福祉の推進について
(地域福祉計画)

絵本読み聞かせ講座

調停内容.ト拘目

88 

89 

は
、
賞
状

・
記
意
晶
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
2
作
品
を
広
報
へ
掲
載
す
る
予

定
で
す

1丘7.16[22] 
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よ
小
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
り
工
l

シ
ヨ
ン
祭
閣
参
加
者
募
集

圃
と
き

9
月
7
日
田
小
雨
決
行

圃
と
こ
ろ
上
回
域
跡
公
園
運
動
施
世
、

ハ
ー
ブ
構
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
増
、
上

田
市
白
山
町
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

清
明
小
学
校
、
第
一
中
学
桂
、
第
二

申
学
校

-
種
目

①
パ
ス
パ
ス

R
U
N
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匝

リ

レ

)

②

1
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Y
A
L
(
一
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ラ
イ
ア
ル
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③
マ
レ
ッ
ト
ゴ
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フ
④
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ラ
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ン
ド
ゴ
ル
フ
⑤
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
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ル
⑤
ふ
わ
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と
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⑦
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
キ

ン
ポ
ー
ル
⑧
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

X去
わ
や
か
ウ
ォ
1
2
7
H
f※
ニ
ュ
ー

ス
ポ
l
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l
※
体
力
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測
定
檀
腫
相
酷
※
レ
ッ
ツ
レ
ク
ゲ
ー

ム
&
レ
ク
タ
ン
ス
(
※
田
町
種
目
は

当
日
申
込
み
も
出
来
ま
す
)

-
嘗
加
料
鯖
料

・
申
込
み

7
月
辺
日
出
か
ら
8
月
mu

日
出
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
配
入
の
上
、
直
撞
ま
た
は
郵

送
で
翼
行
畢
員
会
事
輯
周
(
畢

3
8

6
1
8
6
5
5上
田
市
材
木
町
1
1

2

6
上
田
教
育
事
暗
所
生
涯
学
習

謀
内
)
へ
。
な
お
、
各
種
固
定
員
に

在
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま
す

8
月
9
日
出

5
引
田
園

午
前
8
時
四
分
5
午
後
5
時

・
と
こ
ろ
山
本
鼎
配
念
掴

園
入
曲
料

一
般

2
5
0円
、
高
校
・
大
学
生
1

8
0
円
、
小
・
中
牢
生
田
円
(
市
内

在
住
の
小
中
高
生
は
冊
料
)

新
世
代
ン
ヤ
ズ
の
実
有
議
若
手
ミ
ュ

ジ
シ
ャ
ン
が
熱
い
踊
演
を
揖
り
広
げ
ま

す
/
・
と
き

8
月
6
日
開
・

7
日
同

午
後
4
時
間
置

-
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
広
場
引

・
入
場
料
情
料

2.000円30人g月叩日-11月26日の水曜日
(宝10回)午後7時30分-9時

2，000円20人9月5日-11月7自の金曜日
(全10回)午後7時-8時四分

金林寺拳法
教室(桂期) 「(

ほ
て
い
や
跡
地
)

自然運動公園
アーチエリ←唱

9月2日-9月30日の火・金曜日
(全9回)午桂7時-8時四分

10人

L 

ii君!ii!!園雪iiZ;555Y麗覇者主主
③以 l路内 月匪翠24U無書 館即 曲 桂月瞳躍さ割 ごる体、のす

iii!?i園詞1215園itzfiFi
子 コ、し訣-期 )デ 3 ・・・・ い王 E力、除
出自主聖子行-催| 長 時. 。生白芸品
女醗曲ノ ン ー--)¥程加問

Tfz日EA害2塁門霊駐車車害事5Rト霊EAii日富ET富
吉匂;i問題E3515み?iZ料 Zは;署長ま17;EHE?;z
i iBZi ??151 品;iE;1 ;言語;Eizi出 i
f 吉見高 i iEE言?: 言語)出iiiiih
長 匡甲童 三1重量害 Az z書面 E，iA;事T富李同員室
各国責任者・連絡先 里

象
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す
が
、
郵
送
も
行
い
ま
す

マ
ラ
ソ
ン
終
了
撞
『
ス
ポ
ー
ツ
お
も

し
ろ
ラ
ン
ド
』
を
開
催
し
ま
す
。
群

し
く
は
「
教
育
う
え
た
」
8
月
叩
白
骨

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
1
年
生
i
高
校
生

38・8078

38・0755

22・2772

27・1272

1五1.16



「

と注意ください
ヤミ盆融!
ヤミ金融。細書巳au，1¥τい
る方.11'ヒリ・号描，毎ド守、

rヤ電舎110・..1:..瞳〈百
生活環境溜撞活文化鶴宮026・235-7172
商工部産業振興課 まま026-235・7200
上田消費生活センター ft0268-27・8517

法律のよ限金平IJ(29. 2%)をはるかに超えた金利で貸し付けて、家族や知
人、職場にまで、電話や電報などによる脅迫的危取立てを行令う「ヤミ金融」

のトラフルが多発しています。

甘い言葉につられ、ヤミ金融の“わな"に絶対にはまることのないよう、自

覚と最大限の注意をお願いします。

0ヲイレつトメーJli.電話.ファックスて
の貸付の勧誘{毘にはまbtij.いように!) 

O新聞広告.雑誌広告巴チラシ広告などて

の「審査なじ.即融資j 'f~金利一本化」

「ブラックOKj芯どの宣伝文句

0電柱おどに貼5れた目携帯電話のみ褐骸
じたチラシての勧誘(絶対に電話をし忽い

ように!) 

0貸金業登録醤号.貸付利率巴返済期間.
返済回数を明示じてい悲し、宣伝子ラ三J

0親兄弟，子供，親戚.知人の連絡先目会
社芯どを聞き出そうとす否業者

(保証人以外は.返済報務はありまぜん。取

立ては違法です。)

O銀行口座を伝えてじまうと.貨υ付けを
断っても勝手に入金レて.高金利の返済

を迫る

あtJ.t.こも受講じてみませんか
『消費生活大学』

色官環欄陳(tt23-S120)
震野県上聞消債生活センター(C27-SS17)

県では、消費者活動の実践ができる人を養成する

ことを目的として、消費者問題など巴関する知識
を学習する「消費生活大学」を開講します。

・とき 11月~来年 1月(出席回数週 1園、延べ6
日間程度。学習時間午前10時~午後3時)

・ところ 上田消費生活セジヲー(吉同庁舎隣り)

・対象消費者問題巴腐らと熱意をもっ年齢20lt以
上の県内居住者

.内容 ①消費者問題 ②消費者行政 ③経済知艶
@生活知略⑤生活設計 ⑥法律知識⑦特別

講座(停駿学習)

・受臆料無料。畠信費・交通費は受講者負担)

.申込み 9月19日(童)まで巴、官製はがきに
①消費生活大学受講希望 ②郵便番呈、住所、氏名
(ふりがな)、軍齢、臓業、電話番号 ③消費者団陣

巴所属している場合IZI孟その団体名 @過去の消
費生活大学受講の有無 E記蹴のうえ、生活環境
課(干386.8601上田市大手1ー11ー16)へ

15.7.16 [24] 



関
税
一
一
師
側

月
間
一
月
拍
一
月
叩

毎週月~金曜日
9づ00-16:00

毎週月~金閣日
児童相厳 9，凹-16曲

姐曽両面三面画 E
母子綱島 54品」語以DE

人権岨みごと欄 112:問i雪
毎週月~金曜日 a 

園地聞・相酷 i~ã 加-17 凹 11
一一一一一 8耳48石「 11

3:30......15:30 I V 
ひきこもり帽殴 イ

月18日開 1 
13:30......15:30 I 

8月6日剛
9:30......11:30 

ころの相 厳
8!l27日嗣
9:30......11:30 

今月は
rlliilまう」の相駿 開催しません

畑怠んでも欄 ;32鳴
8月刊日伺)

待政相般 10叩......15:00

心Eごと相厳 守自こ書官F
S量健相麟 8月16日出
明Il ι坦竺2叩

見 量 相酸
毎週土曙日
13:30""15:30 

毎週水晦日 l
刊00""15:00 I 

鏑綱相阪ト一一平三討
旬月lI!2土岡田|
10:00""12:00 I 

滋篠掴骸 8月却臼嗣!
〈予哩'--+110，30-12，00 j 

保険・年金網敵 毎週月~金曜日|
9 :00""16:00 

高働者・3鹿絹厳毎週月~金曜日
8 :30""17田

保育・子育て絡帳 l毎遇月~金曜日
(電露輔骸) 9 :00""16田

保育・子資て相級毎週月 火噌日
〈薗後相蟻) 9田""16:00

女性法律繍阪 毎月第4木曜日 J

{覆予和 H叩0......12凹
一一 一 一
毎週月~金曜日

女性総合相級 生型三盟
，.箇相臨〉 毎週土曜日

9 :00.......17凹

毎週火木曜日
女性総合相鮫 14:00""21:00 
(麿僅舗農民}
〈土.目陰裏予約)

墨付は

生活環規震
(O直通23・5120)

坦宜保育線
(包唖通23・油田)

人権時和対策課
〔倉直日123・5393)
農業書署員会

(Ø~遁23・ 5466)

健康推進膿
(包23・8244)

高齢者介..
(園1616)

高齢者介橿.
(D23・5140)

上図市福祉会館

社&福松協'員会
(D27・8080)

社会循lJt臨慣会
(包22・3062)

上田商工会繊所
(包22・何回)

市民プラザゅう
(D27・羽田)

市民プラザ・ゅう
(包27・3123)

[25] 1互主 16

納期限7月31目剛
・固定資産観 2M
・国民健車保検担 1闇

便利で確実な口座掻曹のご利用を

一市民お気軽集会-

rs晴元気芭.か?市長官.J
母袋市畳が、皆さん町地区に直聾畠伺いして、気軽に

簡り古う『古元置ですか?市星です」がスタートしました.

市畢が日ごろ考えている『生活者起点」の市政運置につい

て苗揺をしながら、皆さんと自

由に語り合います.

どなたでも惨加できます.日

程l孟下配のと畠りです.このほ
かの金唱で町開催予定(a;，随時、

広報うえだか自治幸田置で畠知

らゼします.

.閉会せ 器ー襲
{世22・410団富1116)

• 71'129自ω19:ω~
• 8月1自国国19:30-
• 8月5日側19:30-

a 

置肪形公会堂

岡防災センター

1]¥.区民会館

母袋市畏が市政に対する皆さんのご憲見を直祭お飽きし

「生若者起点」の市政運営の鯵考にさせていただく「市民と市

畏の日」を開催します.~ 

加を希望される方はお申し

込みくださし」

なお、聞係職員も同席さ

せていただきます.

t 
-とき 8月
・ところ 市長室〈市役所本庁舎3調書)
・対 象 市内在住か在勧の方(グループでも可)
・募集人数 5人(組〉
.懇E費時間 1人(組〉につき20分程度
.申込み
はがき .FAX' Eメ ルのいずれかに必要務項を配入し、 7
!l31 日捕まで[必着]に申し込んでください.
・記入事項
①住所也氏名目骨年毎骨・梁(5)電話番号<11話したい内容{市政
に関すること)を配入して〈ださい.なお、グループでの申込
みの勾合は、.，加人数と代表者の住所・氏名はどを配入してく

ださい。

.111込先
「はがきJ...e:国S毛田1

上国市役所泌嘗棟内「市民と'"量の日」係
rFAXJ園田・5111上国市役所総書限内「市民とili晶の日」係
rEメール」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(件名

を、 「市民と市長の日申込み」としてください〉

・その他
応募者多数の場合は、抽選をさせていただく櫛合があります。

開催日の一週間ほど前に、申込みの結果を全員の方にお知りせ
します.
.間合世 秘書課〈包22・41田園Ill2)



H E A L T H 

保健ガイド
| 健康推進課(雷~1l:1出-

.乳房検診のお知らせ
上田市では8月から↑1月にかけて、 市民で今年度30
歳以ょの女性の方を対象に芋L房の集団横診を行います。

乳がんは自分で発見できる唯 のがんです。検診を受

け自己検査の方法について学ぶことで、早期に発見し

治療を受けることができます。

すでに申し込まれた方には、事前にご案内のはがき

をお送りします。また、申し込まれていない方でも、

当日会場で検診を受けられますので、この機会にぜひ

お受けください。

もし、しこり・乳頭からt分泌物(特に血渡)・皮膚
のくぼみやひきつれなど気になる症状のある方は、乳

がん検診としてではなく直接医療機関に症状を伝え立

がら受診されることをおすすめします。

1d:お、市町乳がん検診をお受けいただけるのは、年
度内にお一人につき 1固です。

と き と 」 ろ

8月7日開 川辺町会館

8月8日闘 川辺町会館

B月18日開 南役所保健センター

B月19日ω 川西社会福祉センタ

8月20日嗣 川西社会福祉センター

8月22日幽 中之条公会堂(駐車場がないので徒
古島・自転車でお出かけください〕

B月25日間 川辺町会館

B月26日ω 川辺町会館

8月27日附 中央公民館

8月28日間 中央公民館

8月29日幽 豊殿痩村境改善センタ

9月24日閥 中央公民館

9月25日間 塩田母子健康センタ

9月26日樹 塩田母子健康センター

G U D E 

-日程 左下表のとおり(10月・ 11月白日程について

は9月16日号の広報でお知らせします)

.壷付時間午後1時から 2時まで

・検査内容 医師による視触診(医師の判断により必

要なかたは超音波撮影)

・検惨料 900円(超音波撮l!i者は300円追加)

・服装 検診の都合上、上半島は脱ぎやすい服装でネッ

クレス等はつけずにおでかけくださL、。また、必要

な方はパスタオル等をお持ちください。

: 8月のa幼児健康診董・教室 i

I>I'e付時間

①乳幼児健鹿島査午桂l時-1時45分
②2歳児教室午後l時-1時15分
※①、②とも午後O時3C分以前の畳付はできません。

b持ち物
①乳幼児健庫睦査 母子健康手帳、健康器査票(赤

ちゃん手帳の中にありますので記入してお持ち

ください。3歳児は自宅で視力・聴力倹査を実施
して、桔巣を記入してください〕、パスタオル、

おむつ、歯プラン(j揖6か月児)0 3歳児は、

毘検査の容器をお送りしますので、お符ちくだ

さい

②2歳児教室 母子健康手帳、おたずね用紙、歯
ブラシ、コップ、おやつ代(実費)、おやつ用は

し・フォ クなどとお肌

1>問合せ 健鹿推進課(官23・8244)

・保健セン9ー(市極所爾仔・2帽)

1歳6か月

3 麓

-塩田母子健康セン?-(埴園・川西地Eの方のみ)

1 4か月 8月26日 15.3.16-4 .15 
13 歳 8月21日 12.6.1-7.31

・JII酉社会福祉センターt掴園・JII酉地匡@方のみ)
12血児調直 8月28日 13.5.1-6.30 
3き塩図 川西地区の1歳6か月直健惨は 9月に行います.

.※対象者にほ個別に通知します。鮮しくは健康推進線ヘ. . ・.........................................
1五7.16[26]



年
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叫
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-上回帯設育審員会

今81~-緒にご飯食べぷうね/
IlIiIi公民館芭「通学合宿J
6月24白から27日まで、川西公民館で

「通学合宿」が行われました。

浦里小学校と川西小学校の4-6年生の

児童相人が、昼間は学校へ行き、夜は公民

館へ行き、自分たちで貴事を作ったり、交

流したりしました。宿泊も公民鑓で、朝は

公民館からそれぞれの学校へ向かいました。

新しい友達も出来て、充実した合宿になっ

たようです。

材料も自分たちで買ったよ/

[27] 1丘7.16
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・
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と
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れ
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気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

正
市
教
育
相
談
所

胃
少
年
の
心
が
来
来
に
向
け
夢
と

希
望
に
奇
ふ
れ
、
ま
た
自
ら
、
社
会

に
お
け
る
持
り
と
自
買
を
持
ち
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く

こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務
で
あ
る

と
同
時
に
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

膏
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止

を
社
会
主
体
の
責
務
と
し
て
と
ら
え
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
膏
て
る
」

と
い
う
観
点
に
立
ち
、
上
田
市
で
は

こ
の
期
間
中
、
地
域
の
関
係
団
体
な

ど
と
協
力
し
立
が
ら
、
膏
少
年
白
非

行
防
止
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
在
活
動
を

集
中
的
に
実
施
し
、
非
行
防
止
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

家
庭
や
、
地
域
に
お
い
て
も
、
膏

少
年
の
現
状
や
心
の
問
題
に
目
を
向

け
、
よ
り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は

子
ど
も
に
も
家
事
を
分
担
さ
せ
た

り
、
地
域
の
行
事
に
関
わ
っ
た
り
、

自
然
に
親
し
み
汗
を
か
く
牢
ど
の
機

会
を
つ
く
り
、
子
ど
も
に
「
生
き
る

力
」
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

時
々
は
テ
レ
ビ
・
ゲ
ム
・
携
帯

電
話
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、

家
族
や
仲
間
で
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

時
に
は
、
本
在
読
ん
で
心
静
か
に

過
ご
L
、
害
え
る
力
参
差
い
手
し
よ
う
。

毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。
家
族
み
ん
な
で
計
画
を
立
て

て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は

期
間
中
、
各
自
治
会
の
少
年
補
導

委
員
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地

埠
の
環
境
在
一
斉
点
検
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
也
力
そ
し
て
ご

嘗
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
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青
少
年
健
全
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協
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庄
の
指
定
」
を
お
願
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さ
れ
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庖

主
の
皆
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は
、
趣
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ご
理
解
の

う
え
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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さ
ん
や
保
護
者
の
方
自
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
電
話
で
気
楽
に
相
談
す

る
方
法
や
面
接
に
よ
る
相
談
ど
ち
ら

で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
で
は
、

学
校
へ
は
行
か
れ
な
い
が
勉
強
は
し

た
い
と
い
う
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
学

習
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
教
科
目

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、
調
理
実
習
、
野

外
活
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ど
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行
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す
。
一

人
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と
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の
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さ
ん
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様
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見
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-
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日
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内
容
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工
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ま
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。

子
ど
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さ
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の
岨
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子
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な
り

ま
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ら
、
い
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で
も
お
気
軽
に
相
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だ
さ
い
。
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開
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日

午
前
9
時
1
午
桂
4
時



ん
歌
い
か
け
、
恋
を
酷
っ
た
そ
う
で
す
。
へ

杉
の
伎
に
、
立
派
な
陸
連
縄
を
か
け
へ
神
様
と
し
て
も
有
名
で
す
。
毎
年
酒
造

'u

海
石
棺
市
を
過
ぎ
る
と
、
山
の
辺
の

ハ
た
だ
け
の
間
車
な
品
居
を
く
く
る
と
、

ハ
り
の
季
師
に
な
る
と
、
全
国
の
厳
元
か

V

遣
は
三
鎗
山
の
瞳
へ
と
入
勺
て
行
き
ま
J

そ
こ
が
大
神
神
社
の
拝
酷
で
す
。
大
神
♂
ら
酒
の
出
来
を
折
る
人
で
賑
い
、
そ
し

U

す
。
円
錐
躍
の
聾
し
い
三
鎗
山
の
裾
を
J

神
社
の
祭
神
大
物
主
神
は
、
国
作
り
J

て
ご
神
木
の
杉
で
作
ら
れ
た
杉
王
を
頂

~
創
り
、
道
は
奈
良
方
面
へ
と
向
い
ま
す
。
V

に
当
っ
て
自
ら
の
魂
を
三
鎗
山
に
降
ろ
V

い
て
、
書
拝
の
酒
造
業
者
の
人
々
は
帰

F
E
閑
な
金
苔
の
集
落
の
手
前
に
は
、
平

~
し
ま
し
た
。
そ
の
ニ
と
か
ら
山
そ
の
も

~
る
の
だ
そ
う
で
す
。

J

安
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
石
甑
浮
彫

へ
の
を
ご
神
体
と
す
る
原
初
の
神
記
り
の

へ

え
令
は
圏
の
ま
ほ
ろ
ば
れ
た
な

V

の
石
仏
が
ニ
面
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ハ

醇
を
今
に
缶
え
る
日
本
最
古
の
社
と
な
っ

ハ

ワ
4

大
和

L

1
る
は

L

~

ゐ

夫
合
の
石
仏
を
過
ぎ
て
少
し
書
く
と
、

T

て
い
ま
す
。

f

縁
漉
く
、
青
晶
君
山
々
に
抱
か
れ
る
大
和

へ
迅
は
既
に
三
輪
山
の
中
に
分
け
入
り
、
ソ
ご
神
体
が
山
広
の
で
、
本
搬
を
置
か
ず

γ

の
因
。
忘
れ
が
ち
な
日
本
の
心
い
が
且
づ

叫
両
側
は
曹
葺
と
繁
る
太
古
か
ら
の
森
に

~
鮮
闘
の
み
な
の
も
犬
神
神
社
の
特
徴
で

~
く
土
地
で
す
。
『
言
葉
は
土
か
ら
生
ま

)
覆
わ
れ
ま
す
。
四
分
も
書
く
と
大
神
神
山
す
。
停
置
と
そ
の
奥
の
祭
則
地
と
の
間

ハ
れ
た
」
と
は
、
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
作

品
、
緬
ム
輸
の
ム

山

奈
良
盆
地
の
典
、
南
東
に
位
置
す
る

い
社
、
別
名
三
給
明
神
の
持
殿
脇
に
至
り
心
は
、
早
川
型
の
品
居
を
三
つ
組
み
合
わ
ヤ
家
ア
ナ
ト
l
ル
H
フ
ラ
ン
ス
の
言
で

あ
き
れ
よ

l

雪
棋
の
み
の

一
飛

q
そ
の
地
を
山
裾
で
優
し
く
包
み

~
ま
す
。
こ
こ
の
神
木
は
杉
の
木
で
す
。

円
せ
た
三
給
鳥
居
と
呼
ば
れ
る
、
こ
れ
も

《
す
が
、

霊
祭
も
文
化
も
そ
の
育
っ
た
凪

ム
の

Fhい
降
る
ま

γ

一
込
む
よ
う
に
、

三
繍
山
は
古
代
か
ら
盤
三
宮
殿
山
岨
に
も
盟
罰
子
信
教
え
る
壇
内

ハ
こ
こ
独
特
の
品
居
で
岡
て
ら
れ
て
い
ま

戸
土
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、

道
の
隅
い
唯
る
ま
T
K

~
久
の
時
を
剖
ん
で
い
ま
す
。

ハ

で
最
も
太
い
杉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
杉
J

す
。
禁
則
地
と
宮
い
ま
し
た
が
、
別
杜
J

三
輸
山
に
抱
か
れ
る
大
和
の
国
は
、
私

勺
ぱ
ら
れ
も
見
勺
勺
行
hv
む
き

ん

大
和
・怠m
亘
は
日
本
が
産
声
を
上
げ
J

の
木
は
又
、

三
給
明
神
の
お
値
い
で
あ
ぜ
挫
弁
神
社
か
ら
、
希
望
者
は
お
払
い
を
ぜ
連
皆
の
放
揮
な
の
で
し
ょ
う
。

L
ぱ

L
ぱ
も
見
司
、
げ

U
B仰
を

山
た
地
、
そ
し
て
今
に
至
る
ま
で
連
綿
と

V

る
「巳
い
さ
ん
」白
蛇
の
住
処
で
も
あ
り
、

V

受
け
た
上
で
三
蛤
山
に
畳
る
こ
と
が
で

V

日
本
を
再
量
見
し
に
、
能
の
放
揮
で

情
な

4

宮

の

隠

そ

ie
ベ

L
ゃ

い
続
く
、
私
遣
の
言
葉
と
歌
の
故
郷
な
の

U

お
供
え
の
生
卵
や
お
神
酒
が
後
を
断
ち
~
き
ま
す
。

~
も
あ
る
大
和
を
訪
れ
て
は
み
ま
せ
ん
か
。

反
歌

V

で
す
。

へ
ま
せ
ん
。

へ

三
鎗
明
神
は
又
お
酒
の
神
様
、
藁
の
へ

ム
軸
ム
を
i
h
v
も
臨
す
か
宮
沢
い
い

ハ

こ
の
三
輸
か
ら
奈
良
へ
と
続
く
古
代

も
情
あ
ら
な
も
他
暗
号

t
'
n
Lや
J

の
遣
が
『山
の
辺
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
日

万
葉
集
、
唖
周
王
の
耽
で
す
。

V

本
で
も
最
古
の
街
道
で
す
。
山
の
辺
の

自
村
江
の
戦
い
に
破
れ
、
朝
鮮
半
島
U

道
沿
い
に
、
一
-一
鎗
山
ま
で
ご

一
緒
し
ま

で
の
勢
力
争
い
に
負
け
た
中
大
鬼
皇
子

~
し
よ
う
。

率
い
る
大
和
朝
廷
は
、
皇
子
の
即
位
に
へ
近
鉄
大
匝
線
の
朝
倉
駅
か
ら
初
瀬
川

当
り
、
都
を
葺
琶
湘
の
辺
近
江
京
に

ハ
に
沿
っ
て
書
く
と
「海
石
摺
市
」
の
跡
に

理
し
ま
す
。
世
み
慣
れ
た
大
和
を
去
る
J

幽
ま
す
。

人
々
の
車
し
み
を
な
だ
め
よ
と
、
帝
が

へ

曹
は
E

尽
き
す
も
の
ぞ
ぬ
る
棺
事
の

割
問
王
に
命
じ
て
で
き
た
歌
が
こ
の
こ
J

A

+

の
ち
ま
六
ド
遭
へ
る
免
や
線

首
の
長
歌
と
反
軟
で
し
た
。
奈
良
を
去
「
古
代
の
人
は
地
理
的
な
条
件
と
し
て
、

る
王
の
目
に
、
最
後
ま
で
映
し
か
っ
た
、

U

山
・
河
平
地
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
集
り

そ
し
て
最
後
ま
で
見
送
。
て
欲
し
か
っ
(
や
す
い
交
通
の
要
所
に
市
を
作
り
ま
し

た
の
が
、

三
輪
の
山
だ
?た
の
で
し
ょ
い
た
。
こ
う
し
て
蝿
う
市
に
は
「歌
垣
』
と

う
。
三
鎗
山
除
、
そ
れ
ほ
ど
に
大
和
の

U

呼
ば
れ
る
男
女
の
集
う
場
所
が
生
ま
れ
、

人
々
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
し
た
。
へ
人
々
は
そ
こ
で
見
初
め
た
相
手
に
歌
を

上
田
町
豆
町
風
物
詩
と
立
っ
て
い
る
「
上
回
域
薪
能
」
を
、
今
年
は

8

月
却
日
開
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
曲
目
は
、
半
能
コ
ニ
輪
」
、
狂
言

「
水
撞
軍
」
、
能
「
安
宅
」
で
す
。

そ
こ
で
、
曲
目
に
ま
つ
わ
る
お
話
在
、
観
世
静
子
古
ん
か
ら

2
回
の
連

載
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
回
目
は
、
半
能

コ

ニ
輪
」
白
舞
台
と

在
る
三
輪
山
の
紹
介
で
す
。

.6月定例会
6月2日{月開催した6月定倒会の主な内容は、

次のとおりです。

審構事項

ーよ田市学校桔童センター運営審鴎金書員の聾

嘱について

各種団体の世且改選に伴う喪貝の喪嚇につい

て審議し、 承認しました。

二上田市青昔年問題協構会署員の垂嘱について

世期満了に伴う委員の聾嚇について審議し、

承認しました。

三上岡市生年育政センタ 軍営協聴会重量の聾

嘱について

証期満了に伴う委員の聾嘱について審議し、

承認しました。

四よ田市立図書館協機会畢員の垂唱について

証期満了に伴う委員の聾嘱について審議し、

承認しました。

五その他

小学校4-6年生の r30人組槙学級」への拡
大、小中学校の民間人世長の任用、学校野瞳員

制度の実施状況と課題などについて協議しまし

た。

園臨時金

6月19日同開催した臨時会の主な内容は、炊のと
おりです。

書聴司区項

任軍吉併協醸舎の協櫨項目について

上田市・丸子町・真田町・武石村の4市町村
が合併した場合の教育聾員会関部の各種制度や

事務事撞等について、現況と課題、 調整方針な

どを審曙し、承認しました。

[ 29] 1五7.16
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ケ月三間野

-2 
J
h
 
ス・i

i

l

田
町

、
¥
V
押

カ
ナ
ダ
国
境
に
接
す
る
ミ
ネ
ソ
タ

州
南
西
部
の
都
市
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

と
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
は
隣
接
し
、
ツ
イ

ソ

7
yテ
ィ

l
ズ
(双
子
の
都
市
)
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
に
は
、
シ

ゲ
タ
白
作
品
が

8
点
あ
り
ま
す
。

8

点
の
う
ち
白

1
点
は
、
上
回
市
所
蔵

の
乾
板
写
真
に
手
を
加
え
て
出
来
た

完
成
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
両
方
を
見
比
べ
る
と
倍
監
の

過
程
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
の

ピ
!
タ

1
ソ
ン
学
芸
貝
に
他
の
上
回

市
所
蔵
写
真
を

一
部
見
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
何
枚
か
の
写
真
に
つ
い

て
、
ど
こ
で
撮
影
さ
れ
た
も
白
か
分

か
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
セ
ン
ト
ポ
l
ル
の
大
型

堂
を
撮
影
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
0

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
は
、
シ
ゲ

タ
が
本
格
的
に
美
術
の
勉
強
を
始
め
、

歯
き
な
が
ら
写
真
技
術
を
学
ん
だ
町

で
す
。
ピ

l
タ
l
ソ
ン
芋
芸
員
の
賢
料
か

ら
、
シ
ゲ
タ
が
滞
在
し
て
い
た
長
期

滞
在
者
用
ホ
テ
ル
と
、
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
美
衛
研
究
所
の
場
所
が
分
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
両
方
と
も
当
時
白
建

物
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
ホ
テ
ル
跡
は

地
元
テ
レ
ビ
局
に
、
美
術
研
究
所
跡

は
駐
車
場
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ゲ
タ
が
通
っ
て
い
た
美

術
研
究
所
由
当
時
の
生
徒
勧
誘
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
リ
〆
ゲ
タ
白
デ
ッ
サ

ン
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
升
か
り

ま
し
た
。
ピ

タ

I
ソ
ン
学
芸
且
に

よ
れ
ば
、
生
徒
勧
誘
周
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
載
さ
れ
る
存
《
シ
ゲ
タ
の
デ
y

サ
ン
レ
ベ
ル
は
高
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
白
研
究
所
は
、
ン
ゲ
タ
の
そ
白
-
置
ピ
一ツニ

Z
J

J
J
 

シ
ン
ミ
ア
る

・

す
ト
と
ン
覇
セ
水
、
在
理
州
の
タ
一
ソ
唯
ネ
の

( 

後
白
写
真
人
生
に
お
い
て
、
か
な
り

の
軍
曹
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ピ

l
タ
!
ソ
ン
学
芸
員
に
よ
れ
ば
、

ゾ
ゲ
タ
の
よ
う
に
商
業
写
真
と
芸
術

写
真
と
い
う
性
質
の
異
な
る
写
真
分

野
の
両
方
に
長
け
て
い
た
写
真
家
と

い
う
の
は
睡
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ン
ゲ
タ
は
写
真
の
檀
整
を

回
-
圃

ポ
i
ト

旺
柚・
a
ン

h
l地
明
4
セ

白
乱
明
、

匝
邑
且

る

V
LU
Jν
E明

金

¥
1
3
a
ι

J
h句、
ゐ
司

、

-

し

J
a
F
a，
副
圏
直
制
堂

会
一
国
訓
圃
・

タ
聖

酋

E圃
圃

ゲ
大

・
邑
・
田
園
・
・
・
園
、
ン
ル

得
意
と
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
活

か
し
て
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
ン
ゲ
タ
が
写
真
芋
校
で
は
な

く
、
美
術
研
究
所
で
美
術
全
般
を
学

ん
だ
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で

す
。シ
ゲ
タ
の
ス
タ
ジ
オ
で
か
つ
て
働

い
て
い
た
ロ
イ
・
ウ
ノ
氏
は
、
シ
ゲ

タ
か
ら

「
写
真
技
術
よ
り
芸
術
全
般

を
学
ぶ
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
シ
ゲ
タ
の

ア
メ
リ
カ
で
白
写
真
人
生
の
始
ま
り

と
も
い
え
る
こ
の
場
所
を
訪
れ
た
の

は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

文
~ 

Z文

今
月
の
段
構
昨
同
ト
同
阿
川
旧

μ同
同
同
旧
岡
崎
同
~

垣
叡

1
3
5首
俳

句

2
2
6句

川
柳

1
7
4旬

計

5
3
5
作
品

1丘7.16[30) 

中

之

条

山

富

孝

間
引
く
葉
町
露
に
酒
れ
た
る
手
を
拭

き
て
深
き
六
十
路
町
手
相
に
見
入
る

上

細

工

藤

じ

巳吋
ん

緋
牡
丹
の
花
む
ら
か
か
く
法
き
地
と

き
を
り
揺
る
る
患
の
翼
は

中

村

金

海

道

弘

真
実
的
歴
史
学
ぱ
ぬ
人
々
が
ま
た
辿

り
ゆ
く
い
つ
か
来
た
道

佳

作

ご軸問旅も.1¥に若た土蒐4き
とを いに歌業明?箪がを;'¥，み
葺替つ来作の目L色は割埠?待
ええ 問て を日 をのずIj佐す っ
ゆ花 わ見 楽々 生山 梅笥日 るを
〈を材れタ担割 Lの築きの上雨 L、z小が吾矢
こ生木つら み苦 る芽 背 入〈 にに
のけ困T木ぬ川と聖地カ吹木りつ牧今も沢
身る 檎人せを もさ どか宵来
いを謹と り糧f らを な領来ょ
っ十時れ花蓄 とfい見 事 るを Eてと主
主ど りの 容 し安ぬる 出鳴脅
です文 名代 て良 た附 L け輩杏
日子 を子 兄子 び吾 居正 1) 木づ生

上
甑
尻
川
合
千
恵
子

「
あ
り
が
と
う
」
向
き
合
ふ
父
娘
ひ

と
ひ
ら
の
桜
語
ら
」
現
福
の
撞

小
泉
閣
内
崎
ナ
ミ
ヨ

ω
-aご

わ
が
曾
孫
は
足
か
ら
生
ま
れ
し
み
ピ

り
児
よ
育
て
育
て
と
若
葉
風
吹
〈

符
今
回
は
有
力
な
新
人
が
出
て
き

て
、
惜
し
い
こ
と
で
す
@
期
待
し
て
い

ま
す
。

適
者
除

雪
に
祈
れ
地
に
着
き
て
咲
〈
八
重
桜

な
べ
て
生
あ
る
も
の
の
か
な
し
み

r叫
岬

中

4
日
凶
千
枝
子

月
理
し
地
球
の
欠
片
な
ら
童
L

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

車
し
さ
の
大
き
か
た
ま
り
輔
の
花

矢

沢

問

中

こ

う

は
こ
ぺ
ら
や
地
を
遭
う
殺
さ
も
ら
い

た
し
佳

作

住

吉

中

村

静

子

蜘
鎌
の
巣
が
雨
に
溝
れ
白
い
レ

l
ス

の
ト
ltヲ

保

野

清

水

ゆ

き

子

並
び
ゐ
て
見
送
る
や
う
に
車
幼
主

伊

勢

山

闘

機

原

芳

郎

仰
ぎ
見
る
枝
歌
の
中
の
山
積
え
る



『上司窄言迄~
~るさん fl ょう⑩ E

天気のことわざ ・
雷雨の通り道 . 

市誌編吉ん室・
(宮!Il・mn

き "1塩
つ所固
との平
〈雨付

え安芸
主丘
と土
隣地
σ) Iこ
ボよ
タつ
餅Eて
は

別
品
川
の
雨
(
夕
立
)
と
輔
の
ポ
タ
餅
は

〈
る
よ
う
で
こ
な
い
.

と
遭
う
天
気
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
の
土
地
白
人
情
や
揖
づ
き
ゐ

い
の
良
さ
を
表
わ
し
て
い
る
白
で
は
な

一

-b'

く
、
雨
(
雷
雨
)
由
通
り
道
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。

雷
雨
に
は
幣
配
と
黙
依
が
あ
り
ま
す

が
、
上
回
付
近
は
地
形
的
に
耕
侃
低
気

圧
が
発
生
し
や
す
い
土
地
で
す
。
局
地

的
に
暖
め
ら
れ
た
土
地
に
上
昇
気
流
が

発
生
し
、
上
空
に
寒
気
な
ど
が
あ
る
と

強
大
な
民
総
〔
艇
部
叡
)
に
発
遥
し
ま
す
。

。
雷
墨
田
通
り
道

天
気
の
移
動
は
、
上
空
の
偏
西
風
の

影
響
も
あ
っ
て
西
か
ら
車
へ
移
動
し
ま

す
。
発
達
し
た
冨
孟
も
同
じ
で
す
が
、

さ
ら
に
互
の
季
節
風
や
地
車
に
大
き
く

左
右
さ
れ
、
特
に
川
に
沿
勺
て
移
動
す

る
帽
向
が
あ
り
ま
す
。

塩
田
平
は
北
京
に
向
か
っ
て
聞
け
て

い
ま
す
。
南
西
に
位
置
す
る
別
所
方
面

O 

か
ら
白
雷
雨
は
、
初
め
は
北
東
へ
流
れ
、

千
曲
川
沿
い
に
東
へ
移
動
す
る
こ
と
が

多
〈
な
り
ま
す
。
そ
由
時
白
大
気
の
流

れ
で
差
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
移
動
す

る
道
沿
い
の
土
地
で
は
「
別
所
の
雨
と

障
の
ボ
タ
僻
は
き
っ
と
く
る
」
と
な
り
、

少
し
道
か
ら
は
ず
れ
た
土
地
で
は
「
く

る
よ
う
で
こ
な
い
」
と
な
る
由
で
す
。

ご

撲
と
夕
立
は
青
木
か
ら
」
の
こ
と

わ
ざ
も
閉
じ
意
味
で
す
。

。
宙
雲
発
生
白
条
件

①
朝
か
ら
晴
れ
て
凪
の
m闘
い
目
。

②
凪
は
西
南
西
の
時
に
措
生
が
多
く
、

車
凪
や
南
車
凪
は
発
生
し
な
い
。

③
午
前
8
6
M
時
こ
ろ
に
は
熱
的
低
気

圧
の
存
在
が
組
め
ら
れ
る
よ
う
な
日
。

こ
の
よ
う
な
時
に
強
い
上
昇
気
流
が

発
生
し
、
雷
を
落
と
し
た
り
、
ひ
ょ
う

を
降
ら
せ
る
雷
雲
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

宮
基
は
車
か
ら
酉
へ
動
く
こ
と
は
少

な
い
の
で
「浅
間
夕
立
昔
ば
か
り
」

「浅

や
ー…怖心• 松事

間
夕
立
は
千
曲
川
で
止
ま
る
」
な
ど
の

こ
と
わ
ざ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
回
付
近
は
雷
霊
発
生
白
書
い
所
で

す
。
そ
の
中
か
ら
発
お
時
剖
と
移
動
方

向
、
持
雷
時
刻
を
示
し
た
図
を
2
点
あ

げ
て
お
き
ま
し
た
。
上
図
は
軍
部
町
付

近
で
陣
ひ
ょ
う
被
害
発
生
。
下
図
は
午

後
2
時
ご
ろ
発
生
し
た
熱
留
が
車
へ
移

動
し
、
小
諸
で
田
植
え
中
白

2
人
と
白

樺
湖
で
ボ
ー
ト
遊
び
由
・の
l
人
が
落
雷

で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

『
上
田
市
誌
』
自
黙
編
問
「
上
田
由
気

象
と
川
や
湖
」
で
は
、
蝿
土
に
伝
わ
る

天
気
の
こ
と
わ
ざ
を
5
2
0
ほ
ど
聾
障

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
局
地
予
報
と

し
て
気
象
台
予
報
よ
り
確
串
の
高
い
も

申
も
あ
り
、
先
人
の
長
年
目
経
験
の
積

み
重
ね
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
予
約
も
畳
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
各
戸
回
覧
の
チ
ラ
シ
を
ご
置
く

だ
さ
い
。
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C 

小

泉

木

村

蔓
豆
や
支
柱
に
置
費
ほ
ぐ
し
竹

中

野

本

木

節

子

花
冷
え
や
老
桂
に
備
え
金
残
す

緑

が

丘

穆

林

滑

司

梅
溝
け
て
今
年
も
梅
雨
を
乗
り
切
る

合

み
す
ず
台
南
竹
内
幽
美
子

開
け
放
つ
窓
よ
り
届
く
春
日
温
L

浦

野

小

林

信

宏

桑
の
実
の
ン
ャ
ム
を
土
産
に
上
京
す

常

信

町

白

鳥

つ

な

局
跡
に
牡
丹
と
ポ
ス
ト
立
つ
空
地

福

間

困

中

優

美

子

薫
風
に
の
り
て
木
鑓
の
音
ひ
び
〈

下

紺

匝

町

小

島

覚

ネ

y
ク
レ
ス
き
ら
り
と
光
る
日
焼
か

な

御

所

金

子

和

江

夫
の
肩
借
り
て
馬
極
的
春
の
雨

理
者
吟

悪
坊
主
う
み
だ
す
患
の
カ
か
な

東
築
地

Mm見
稔

い
い
出
遭
い
弾
む
心
に
老
い
は
な
い

国

分

今

尾

志

津

子

大
会
に
試
行
錯
誤
の
句
が
沈
み

別

所

山

本

セ

y

な
つ
メ
ロ
の
親
子
で
遣
う
節
ま
わ
し

佳

作

長

烏

絵

井

律

子

雨
上
が
り
緯
の
空
量
イ
オ
ン
の
目 ン

モ

上

野

清

水

省

子

蛍
舞
う
過
疎
の
暮
し
も
世
雅
で
す

着
久
保
野
本
今
朝
男

浴
衣
着
も
蚊
や
け
団
扇
も
聾
越
し

富

士

山

西

沢

満

智

鋭
い
咲
く
一
軸
だ
け
が
無
責
担

諏

訪

形

鷲

沢

昭

雄

歩
み
寄
る
心
が
埠
け
る
膏
い
空

圏

分

西

沢

の

り

子

頂
い
た
野
菜
片
手
に
ウ
ォ
キ
ン
グ

長

島

土

屋

靭

栄

道
徳
を
嘆
き
落
書
消
す
ペ
ン
キ

治

下

岩

崎

キ

ク

青
空
が
舞
台
主
役
の
鍬
を
ふ
る

着

久

保

草

原

恒

雄

図
植
え
し
て
今
か
ら
悩
む
余
り
米

常

図

遠

藤

夙

子

虹
色
に
曙
か
せ
た
し
わ
が
人
生

東
築
地
井
上
奈
良
子

い
っ
こ
う
に
降
ら
ぬ
雨
に
も
都
合
あ

11 

中

村

金

沢

滋

弘

戦
争
を
有
事
と
呼
ん
で
は
〈
ら
か
す

選
者
時

花
町
芽
よ
歌
え
と
タ
ク
ト
振
る
陽
射

『
し9月号申役稿方法 | 

はがきに短散俳句・川柳町!

札氏名(ふりが牢)、自治ぎ

吾、電話番号を記入のうえ8月I
18日開必着で上田市教資委員ぎ
「教育うえだ」幅 (..386.0025
k田市吏神2-4-74)ヘー | 
I 7d:e15、作品に離しい書重力、掘
るぱあいはふりがなをつけてくリ

ださい。 I

6月168号文芸欄の、俳句・田中優美子さん (祖国〉の作品の 「夫」を 「天」に、
川柳・選者臣川南河先生の作品「十Jを rlilJに、それぞれ訂正して、お詫びします。

町正とおわび
1丘7.16[31l 



よ田市の

駅舎(大屋駅別所温泉駅)

上田市には、新幹輔ゃしな巴鉄道、別所線芯ど、

地方都市としては数が多い、 32ドの酷道があり

ます.鉄道は、

明治 5年
( 1872)の新橋横浜閣

の揮業以来近代日本の

基幹交通として発達し

ました。しなの鉄道の前

身、信越本線回、明治21

年に直江津上回間が、

同26年に I~乗車まで開

通しました.

大屋駅は、地元だけで

主主く、当時まだ銭直の左手

白、った中南倍庄市の製糸

蚕種製品在関東横浜へ

出荷する駅として明治

29年に開業しました.

続草珂踊は下見板張口

要壁は粗面仕上げ(スタッコ模樺)のモルタル壁に大屋駅の

頭文字「白」の文字がつ115れています。ホ ムよ厘は大正
1 1年(1922)の建築で、軒先には明治建築によく恒われた

軒先師b(アンテイル)が今ものこっています.
己の信越本棋を幹として枝葉のように小県地方在覆っ

たのが上E温泉軌道(現上国交通)です。今残る~I開親I志、大
正10年(1921)1"開通し、とのときの駅舎が、別所温泉駅

と申塩田駅です。両駅の規模は異草りますが匡根を寄樟の

婆側を切り上げた独特の形式としたり、壁を粗面(スタッコ

模様)のモJLタル仕上げとしている点在ど、意匠的には同
のもので、ドイツE田園地帯などにもみられるものです。

との三つの駅舎は、上回の涯代化を支え、主国的にも融道

創設期白駅舎として、きわめて貴重な遺産となっています。

L 7!J2111~8刀 5 /1 fj'i・デベシrA-Dシダ.
互3
22 火

23 * 

24 木

25 金

27 目

海のB

こころの相鍛日(9:30-11:30;市曲所南庁舎6培)
「歯がはえたら教室J{10:00-11:001市役所南庁舎2階)
「痴ほう」についての相談会
(13:10.......17:00/市役所南庁舎2階〉
AREC特別揖演会惨P.19
獄血砂P.20

アロマテラピーの懸力(10:30-12:00/中央公毘館)
インターネット活用指座
(13:30.......16:30/メディアランドUEOA)

上回わっしょい砂P.l0
学童努畿大会
(.......30日/県宮野球場、市宮野球場、染谷台グランド)
七夕飾りづくり(10:00.......12日00/中央公民館〕
ウイ クヱンドリサイクル(1[団0......12:00ノジャスコ上
田底 しおだ野ショッピンクセンター)

幕家維新期の上回藩政(13:30-15:00/市民会館)
務子歴史体験教室(13:30.......16:00/信濃国分寺資料館)
ファミリーコンサート(14:00-/:文化会館)
蓋の闘膏(-8(7)砂P.19

文化!It演会砂P.23
郷土玩具展(-8/1ω砂P.19
BZ伝水彩画会上回支部辰(-8白砂P.19

尼言言

28 

29 火

30 水

31 木

金

上団組織物展(-7/30惨P.19
市民お気軽集会「お元気ですかっ市畏です」 砂P.25

川の魚やE包から川のようすを教えてもらおう
(8:50~ 1 5:301上野が丘公民館)
こどもゴミ探偵団に集まれ!
(8:50-15:30/下室賀鍍終処分場ほか)
「聞い得セミナーJIT-P.20
点字体験学習砂P.20

親子歴史体験教室(13，30-16カ0/信濃国分寺貸料館)
メディアランドキッズサマースクール(-3自)
(8:30.......17:00/メディアランドUEOA)
どこでも農声部2003砂P.20
市民お気笹集会「お元気ですかっ市長です」 砂P.25

ウィークエンドリサイクル
(10:00.......12:00/ツルヤ大塵且 マツヤ上田居UII西))
花紛を調べてみよう砂P.19
星空観里会惨P.19

航空学生(湾空パイロッ ト)等採用銀験受付(-9/10)惨P.20

1丘7.16[32] 
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